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序 文

本町における埋蔵文化財の発掘調査は，昭和57年度に始まり，今[口lで3年日を迎えました。

面縄貝塚群は. r面縄式土器Jを検出した貴重な埋蔵文化財包蔵地であります。

光の調査では，面縄第 1・第 2貝塚の範囲などその概要を公表してきたところであります。

今年度は面縄第 3・第 4貝塚を調査し.その概要をまとめると共に.第 1・第 2は塚と合わ

せて総括的にまとめたものであります。

本報告書が今後の調査，研究の資料として活用されることを念願いたします。

おわりに，調査にあたっては文化庁，県文化課，土地所有者，地元作業員はじめ多くの方々

の御協力をいただきましたので，こ乙に記して謝意を表します。

昭和 60年 3 月

伊仙町教育委 II会

教育長寛山成男



{列 Eコ

本報告書は，伊仙町教育委員会が文化庁及び鹿児島県の補助を得て，昭和57年度に

実施した面縄第 l・第 2貝塚，昭和59年度に実施した出縄第 3 ・第 4貝塚の重要遺跡

確認緊急調査報告である。

2. 調査の組織は，調査の経過の中で記した。

3 本書で用いたレベノレ高は第 2貝塚の地表面-であり任意である。

4 本書の遺物番号は，各貝塚の名称を先に後は通し番号とした。遺物番号と本文番号

・閃版番号は全て同ーである。

例) 100 1 ι通し番号
，. -ーー寸一- I 

」ー第 1員塚

5 出土品は，伊仙町歴史民族資料館に保管・展示している。
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第 1章調査の経過

第 1節第 1次調査

1. 調査に至るまでの経過

面縄県塚は，昭和 3年発見され，その後，昭和 5年から昭和31年まで数回に及ぶ発掘調査が行わ

れ，土器の編年等南島の文化を解明する上で貴重であると評価さ れているが，告美大島のサウチ遺

跡， 字宿員塚等の本格的発掘調査によって新 しい事実が判明 しつつあり，南島における重要遺跡の

見直しのなかで，面縄貝塚は現在では，滅失状態にある といわれていた。

乙のような経過の中で，面縄貝塚の取り扱いについて，遺跡の概要を把握するために確認調査を

実施したらとの意向がでてきた。

伊仙町は，県教育委員会の指導もあって， 貝塚の稀少さもふまえ確認調査として実施することを

計画し，昭和57年度から，国，県の補助事業として，伊仙町教育委員会が実施した。

調査期間は，昭和57年10月4日より 11月9日まで行い，その後の遺物の整理作業と報告書の作成

は，県文化課に依頼した。

2. 調査の組織

調査主体者 伊仙町教育委員会

調査責任者 教 コ同£ぇ 長 樺山吉郎

社会教育課課長 勇 宗夫

11 主事 稲村忠彦

/1 中 山忠良

/1 中 村勝憲

調 査 員 鹿児島県文化課主事 牛ノ浜 修

/1 堂 込秀人

伊仙町歴史民俗資料館 四本延宏

調査指導者 鹿児島県考古学会会長 河口 貞徳

なお調査企画において，鹿児島県教育委員会文化課長 猿渡侯昭，課長補佐 本田武郎，主幹

吉井浩一，主任文化財研究員 諏訪昭千代等の他管理係の指導 ・助言を得た。

また，確認調査の際，肥後考古学会会長 三島格氏，前九州歴史資料館考古課長 渡辺正気氏，

九州大学助教授 西谷正氏，鹿児島大学助教授 上村俊雄氏には来島いただき，指導 ・助言を得た。

梅光女学院大学 国分直一教授には収蔵庫で遺物の指導 ・助言を得た。

地元，徳之島高校の成尾英仁氏，天城町役場の吉岡武美氏，鹿児島県文化財保護指導委員 義憲

和氏Kは，連日調査を手伝ってもらい，また指導 ・助言を得た。

地形測量は，中村勝憲，四本延宏が行った。
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3. 調査の経過

発掘調査は，昭和57年10月4日から周年11月9日まで行ったが，経過は日誌抄により以下略述す

る。

10月4日(月) 9: 30 亀徳港着 教育委員会へ。現地lζて調査個所検討。用具点検。

10月5日(火) 発掘調査開始(第 l員塚)。遺跡周辺伐採，草払い。道具運搬。午後 卜レンチ設

定 (Aトレンチ) 0 A -1・3・5区調査。

10月6日(水) 雨の為作業中止。町立歴史民俗資料館にて遺物の確認。

10月7日(木〉

10月8日(金)

10月9日(土)

10月10日(日)

10月11日(月)

10月12日(火)

10月13日(水)

10月14日(木)

10月15日(金)

A トレンチ調査。貝層検出 (A- 1区) 0 B トレンチ設定後調査。

A・Bトレンチ調査。 C ・Dトレンチ設定後調査。

A・B・C・Dトレンチ調査。 B卜レンチ終了。断面実測。 C・Dトレンチ風葬

骨検出，作業進まず。

A ・B ・C ・D トレンチ調査。

A • 0卜レンチ調査。 0-1区E層サラサバテイの貝輪検出。 0-6区設定後掘

り下げ。

A・Dトレンチ調査。馬根小(5・6年)，面縄小(6年)見学。

第 l貝塚入口付近， Eトレンチ設定後調査。 A・Dトレンチ調査。文化庁岡本東

三調査官，町長，泉県議員，青崎和憲主事来跡 (14日まで)。

A ・C • 0トレンチ調査。午後雨の為作業中止。資料館にて図面整理。

雨の為作業中止。資料館lζて遺物整理。午後，三島格，渡辺正気，西谷正，上村

俊雄氏来訪。資料館と遺跡にて指導 ・助言をうける。

10月16日--10月18日休み

10月19日(火) A・c・D卜レンチ調査。平板実測。

10月20日(水)

10月21日(木)

10月22日(金)

10月23日(土)

10月24日(日)

10月25日(月)

A・c・Dトレンチ調査。面縄小 (3--5年)見学。

A・c・D卜レンチ調査。 A-3区拡張。

A・c・D卜レンチ調査。第 l洞穴卜レンチ設定後調査。平板実測。

A ・c・0，第 l洞穴調査。洞穴前庭部貝層検出。

第 1洞穴， C -5区， 0 -6区調査。 C-5区皿層山)口式土器出土。堂込主事

本日まで。

第 1洞穴， C -5区， 0 -6区調査。第 1洞穴 2区東側隅人骨出土。 C-5区砂

層より人骨，市来式土器，貝輪(オオツタノハ)出土。本日より河口先生調査に

参加。義名山神社神主による御抜い。

10月26日(火) 第 l洞穴拡張(人骨出土地を中心として) C -5区貝輪 4点， 0 -6区調査。昭

和初期調査の隣接地iC2 m x 2 mの卜レンチ設定 (A-0区)。第 2貝塚発掘調

査の卜レンチ設定。伐採。

10月27日(水) 第 1洞穴の珊瑚傑lζ囲まれて人骨あり。 C-5区瑚珊傑の聞に貝輪出土。 A-O
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区貝層より土器，貝製品出土。第 2貝塚A-2，A-4区より嘉徳E式土器出土。

10月28日(木〉 雨の為作業中止。資料館にて土器の分類・復元。

10月29日(金) C-5区貝輪とりあげ。 A-O区員層調査。第 l洞穴人骨脚部先端まで検出(保

存状態極めて良好なり)。第 2貝塚平板実測。河口先生「面縄貝塚について」講

演(東部公民館)

10月30日(土) 第 1洞穴人骨検出作業。 A-0区，C -5区，D -6区調査。第 2員塚A卜レン

チ調査。平板実測。河口先生今日まで。

10月31日(日) A -0区2貝層中より鉄製品，丸底出土。 C-5区U層員輪出土。 0-6区調査。

第 2員塚，嘉徳E式土器出土。

11月1日(月) 第 l員塚人骨検出。 C-5区貝輪出土。 D-6区E層調査。 A-O区2員層下部

より「開元通宝」出土。第 2貝塚嘉徳E・I式土器が間層を狭んで出土する。

11月2日(火) C・D・第2貝塚調査。平板実測。第 l洞穴内の人骨検出の為，長崎大学医学部，

松下孝幸講師，石田肇助手来跡。検出作業。

11月3日(水) 第 l洞穴人骨取りあげ。 C-5区平板実測。 D-6区E層調査，第2員塚A2区

V層嘉徳 I式土器出土層より住居跡検出。

11月4日 (木) C-5区調査。平板実測。断面実測。 D-1区断面実測。第 2貝塚 トレ ンチ調査。

11月5日(金) Aトレンチ断面図。埋戻し用砂運搬。埋戻 し。第 2員塚住居祉清掃。

11月6日 (土) A-O区調査。開元通宝出土。第 2員塚断面実測。埋戻 し。

11月7日(日) 第 l洞穴の石棺実測。 断面実測。第 2貝塚断面実測。埋戻 し。

11月8日(月) 第 1貝塚 ・第 2員塚とも断面実測後埋戻し。義名山神主による御抜い。発掘作業

終了。

11月9日(火) 地形測量。遺物の搬出。発掘用具整理。

深い眠りから覚めた遺物と共に鹿児島へ。

11月10日より ，収蔵庫iとて整理作業。

第 2節第 2次調査

1. 調査に至るまでの経過

面縄県塚の調査に至るまでの経過は第 l節のなかでも述べられており， 第3・4貝塚についても

国 ・県の補助を受けて伊仙町教育委員会が実施する乙ととなった。なお調査については県教育委員

会文化課に依頼 し，昭和59年11月12日から12月9日まで実施 し，その後の整理作業及び報告書作成

は昭和59年l2月20日から同 3月まで行った。

2. 調査の組織

調査主体者伊仙町教育委員会

調査責任者伊仙町教育委員会教 育 長 寛山 成男

社会教育課長 関 目弘(昭和59年 8月まで)
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調査員任者伊仙町教育委員会 社会教育課長 米国 博重(昭和59年 9けから)

社会教育主事 尾辻輝男

稲村 忠彦 (昭和59年 8Jlまで)

巾山 忠良(

寿元 一美

国沢 健祐 (U?1和6ぴ手 1) Jまで)

重田 吉明 (f昭和60年 2) Jから)

伊仙町立歴史民俗資料館 館長 義山 IF.市

恕F 久志 O昭和59年 8)-Jまで)

永久 走司 (IIs和59年 8) Jから)

調千H日当者 鹿児島県教l守委員会 文化課

文化財研究員 吉永 正 史

主 事 牛ノ浜修

調任指導者 文化庁 調 子t 自 佐久間 回1王

なお，調斉 ・企l叫において，県教育委μ会文化課長 桑原一民，同課長補佐 坂11肇. 1司王幹中

村文夫，同 E任文化財研究w諏訪111'1千代 (1171和59年 9月まで) ，同主任文化財研究よ1 I ~JJ 山勝貞

(1昭和59年 9月から)の各氏のほか，ドヲ]t;-J'日係の指導 ・助言を得た。

また，J..自物につ いては，鹿児島県身占学会長 河口貞徳氏の指導を受けた o ~J~俺巾は IIIJ 文化財保

護審議会委員 み温和l氏，徳之島高等学校教諭 成尾英仁氏の協力 ・教示を得た。

3. 調査の経過

発掘調子tはH{j拘159年11)J 12日から川和59年12月9r Jまで実施し，出 L造物の幣JlQ作業をH併日59年

12) Jから昭和60;'.ド3月まで実施した。発掘調斉の経過は以下日誌抄で略述する。

llJiI21-:1(月)

11月131=1(火)

11月14円(水)

11 )=J 15日(木)

11) J 16日(金)

11月17口(士)

11月19日(月 )

11月20日(火)

11月21日(;J<) 

11月22日(木)

教行委民会 lとて打合せ。 _g~j也 iζ て調内地打ー合せ。

j:Wの為作業中1[.。 資料館にて打合せ。用具点検。

ヨ14 貝塚周辺の伐採， 四 ~JiJ 古ß 卜レンチ設定後制り下げ。

第 4貝塚*制部トレンチ設定。

第 4貝j家崎洞岩l陰iζ トレンチi没定。!房長洞掘り下げ。

造物出卜状況平板実測。

第 3貝塚遺跡周辺伐採。

第 4貝塚 東制 s- 31実拡張。 内洞， 嘉徳式 t~出土。

第 3貝塚伐採

~14 貝塚 東洞 ・ 1)百 円~~掘り 下げ。 手板実損IJ 。

第 3貝塚伐採 点部洞穴 卜レンチ設定。

第 4貝塚 I?!I洞 A-2・31玄，面縄東ilrIJ式 ・面縄前庭式が混在している。

第 3貝塚 東部制穴前庭部掘り下げ。
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第 4員塚 A-2・3区田!膏煽り下げ。乍板実測。

11月初日(月) 第 3貝塚 第 l洞穴卜レンチ設定，第 2洞穴卜レンチ設定。

第 4貝塚 西洞穴，獣骨出土。

11月271::3(火) 第 3員塚 第 3洞穴卜レンチ設定，制穴下の貝殻散布地に 2mx2mの 卜レンチ

設定後掘り下げ。 (A卜レンチ)

第 4貝塚 A-3区皿層，面縄東洞式，而縄前庭式の混在。

11月28日(水) 第 3貝塚 A卜レンチ，員混七属あり ，貝匙 ・兼久式土器出土。 A卜レンチ北側

に拡張トレンチ。 (1区 ・2区と名称)

第 4貝塚 A - 2 ・ 3 区，阻 ~ IV層掘り下げo IV屈になると前庭式が中心iζ。

11月L9日(木) 第 3貝塚 遺構(掘り込み)検出，土偶断面実測。 A-1区TVJ国，面縄前庭式と

11月30日(金)

12月 1日(土)

12片3t:I ()-J) 

嘉徳 Ii~ Aが共作する。平板実測。貝塚の範囲推認のため， A トレンチを 2mx8

mの トレンチに拡lJ長し， A-4区を掘り下げる。

第 4貝塚 A-2・3区， TV ~ 四属掘り 下げ。

第 3貝塚

第 4員塚

第 3貝塚

第 4員塚

第 3貝尿

A-1区W層制り下げ，チャー卜片多し。

l当制 A-O区掘り下げ。東制 13-3区加り下げ。

Aトレンチ，洞穴部掘り下げ。

A-2・3区， VII・四層掘り下げ。東州、ド板実測。

A-4区，i.毘貝七回掘り下げ。平板実視IJ。

第 4_l=dJ家 A-6・7区 断 面 実測。

文化庁 佐久間問調斉官，文化課 向111勝貞主任文化財研究員来跡。現地指導

( 4臼まで)

12月 4日(火) 第 3H塚 A卜レンチ員同掘り Fげ。

12月5日(水)

12月6日(木)

12月71:::1 (金)

第 4貝塚

第 3貝塚

第 4T!塚

第 3員塚

第 4貝塚

第 3民塚

A-2・3区，VD・咽j出掛!り下げ，平板実測。 A-6・7区埋め民し。

*部制穴埋め戻 し。

A-2・3区，VIJ層より鯨骨出土。平板実測。

第 3洞穴人骨出土のためトレンチ拡板。

八一O区獣骨実測，A-6・7区埋め戻 し。

貝 j画制り下げ。 ;r~板実視IJ 。

第 4t:i塚 凶制八 一0区i里め戻 し.~足利断面 ・ 平板実損IJ後開め戻し，第 4 貝塚周

辺地形、|三板損IJ量。第 4貝塚調肯終了。

12月8日(七) 第 3}i J家周辺地形平板測量。第 1~第 3 洞穴実損IJ終 f。東部洞穴埋め戻し ， A卜

レンチギ板実出IJ。

12月 9日(1:::1) Aトレンチ断面支iJ!lJ。平板実測，埋め戻 し，発侃作業終了。

12月201Jより，収蔵庫にて整I'Q作業。



第 2章位置と環境

面縄貝塚群は，鹿児島県大島郡伊仙町面縄に所在し，面縄川が兼久浦の浅しり卜湾に注ぐ，袋状地

形の隆起珊瑚礁の崖下iζ形成された貝塚である。現在第 1-第4員塚まで報告がなされている。そ

の他， 伊仙町東公民館横の道路断面に貝層が，面縄東浜で県道横の窪田実喜祐氏宅lζは，貝層がみ

られ石器や土器，螺葦製貝斧等の出土がみられる。

遺跡の所在する伊仙町は，徳之島の南lζ位置し，徳之島町と天城町とに境を接している。

徳之島の地形は，高さ 200m付近を境と して，山地と隆起珊瑚礁に大別される。乙の山地を取巻

くように，海岸iと向ってゆるやかに傾斜した段丘が広がり 島の東南から南部西南にかけて，隆起珊

瑚礁が発達して， 広大な海岸段丘を形成している。隆起珊瑚礁より生成が古いので琉球石灰岩とよ

ばれ厚いと乙ろでは100mを越えている。海岸線は天城町の南部から伊仙町にかけて，島の西岸が

ほとんど 20-100m程の断崖で海に落ち込んでいるのに対し， 島の東岸はほとんど全面になだら
2) 

かな隆起珊瑚礁か発達している。

第 1貝塚は，面縄小学校より西約200mの南東iζ開口する隆起珊瑚礁で形成される狭小な谷状地

形にある。遺跡周辺には海砂があり，以前は面縄川の袋状地形まで海が来ていたものと思われる。

隆起珊瑚礁崖状テラス部には， 員の散布状態があり貝塚の可能性があ った。以前より土器片，磨石

等の遺物も採集され， 貝塚の広がりが予想さ れた。

第2貝塚は，下面縄集落のほぼ中央を流れる面縄川によって開析された隆起珊瑚礁上に堆積する

標高 6m程の砂丘上にあ る。面縄小学校東隣で，第 l貝塚の東約250mIC位置する。周辺採集の結

果，土器片や自然員殻等がみられた。

第 3貝塚は， 第 2貝塚の北東約230mの傾斜地，隆起珊瑚礁の崖地にある。通称東兼久ノてルの北

側にある小さな貝塚である。隆起珊瑚のテラス部の洞穴 3ケ所と 崖下の平地で土器片や自然貝等

がみられた。

第4貝塚は，面縄小学校の北約120mの伊仙町西兼久661番地に所在し，隆起珊瑚礁崖の洞穴と

その前方K続く棚状の前庭部から成っている。

遺跡の周辺には，多くの遺跡が研究者等iとより確認さ れている。員塚としては，本川員塚，貝札

の表採がある喜念貝塚，佐弁貝塚や鹿の角が発掘された犬田布員塚，貝輪や人骨が検出された洞穴

遺跡喜念原始墓，また近年砂丘地以外でも遺跡の発見がなされ，標高235mの喜念上泉袋には，土

器や石器が多くみられる喜念主催レ遺跡や陶 ・磁器を多く出土するミンツキ集落跡3;完形の青磁碗12

点が出土した面縄按司城(通称ウカーンウスジ)などが知られている。ま た， 1983年には南西諸島で

ナゾとされていた類須恵器の古窯跡が阿三で発見され， 1984年11月からカムィヤキ古窯跡の発掘調査

が行われた。

乙のように徳之島での多くの遺跡は伊仙町K属し，しかも南海岸に集中している。特に面縄貝塚

群は，昭和初期より多くの研究者によって調査，報告がなされ土器型式等南西諸島の考古学研究の

基礎となっていると乙ろである。
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<参考文献>

1)窪田氏は，昭和10年の三宅博士の調査にも参加された方で，第 l次，第 2次調査の際に調査区

域設定等の助言を得た。

2) 義憲和「伊仙町の自然、 ・社会環境Jr伊仙町誌J1978 

3) 義憲和「伊仙町の歴史Jr伊仙町誌J1978 

第 1表 面縄貝塚と周辺遺跡

番号 遺 跡 名 所 在 地 備 考 文献

~当亘ニ匡=王， r ノ"ふ品、 上 原 伊仙町喜念上泉袋 土器 ・石斧 ・磨石 ① 

2 」コEヨEニk己ョr メ"号ニ」、、 貝 塚 ノ〆 兼久 宇宿上層式 ② 

3 佐 弁 員 塚 11 佐弁東ミヤド 土器 ・石器 ・貝塚 ①③ 

4 面 縄第 l貝塚 〆〆 面縄 員塚 ・洞穴遺跡 ・石棺墓 ・貝輪 ④ 

5 11 第 2 11 11 11 住居跡，嘉徳 1 • II式 ④ 

6 11 第 3 ノ/ 11 東兼久原 兼久式土器 ⑤ 

7 11 第 4 11 11 兼久 661 面縄東洞式，西洞式，前庭式 ⑥ 

8 面縄按司城 11 上面縄 青磁完形碗 ⑦ 

9 カ ム ィヤキ古窯跡 11 阿=亀焼 古窯跡(類須恵器) ③① 

10 ヨ ヲ キ洞穴 11 H 洞穴遺跡，曽畑式，兼久式 ⑬ 

11 ン ツキ集落跡 11 伊仙 陶器 ・磁器 ① 

12 犬田布貝塚 11 犬田布連木竿 員塚，面縄西洞式，犬回布式 ⑪ 

(参考文献)

① 義憲和「伊仙町の歴史Jr伊仙町誌J 1978 

② 三宅宗悦・ 藤岡謙次郎「徳之島出土の員塚土器に就いて」考古学雑誌第11巻第 5号 1940 

③ 白木原和美 ・義憲和「大島郡伊仙町の先史学的所見」南日本文化第 9号 1976 

④ 牛ノ浜修 ・堂込秀人 「面縄第 l・第 2貝塚」伊仙町埋蔵文化財発掘調査報告書(1) 1983 

⑤ 河口貞徳「南島先史時代」 鹿児島大学南方産業科学研究所報告第 l巻 2号 1956 
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面縄貝塚関連文献>

山崎五十磨「鹿児島県大島郡徳之島面縄貝塚K就いて」 考古学雑誌第20巻10号 1930 

小原一夫 「竃美大島群島徳之島員塚に就いて」史前学雑誌 第 4巻 3.4号 1932 

w舵 e ノ~、原一夫「奄美群島徳之島貝塚出土遺物J 史前学雑誌第 5巻第 5号 1933 

=宅宗悦 「南島の石器時代lζ就いて」 ドノレメン第 4巻 6号 1935 

宅宗悦 「南島の先史時代」人類学先史学講座第16巻 1940 

=宅宗悦 ・藤岡謙次郎「徳之島出土の貝塚土器iζ就いて」 考古学雑誌第11巻第 5号 1940 

河口貞徳「南島先史時代」 鹿児島大学南方産業科学研究所報告第 l巻 2号 1956 

河口貞徳共著「徳之島の先史遺跡調査報告」 人類科学第10集 1958 

河口貞徳「鹿児島県大島郡兼久貝塚」 日本考古学年報 7 1958 

悶分直一「鹿児島県大島郡面縄第二貝塚」 日本考古学年報 7 1958 

河口貞徳「竃美の先史諸遺跡」 人類科学第11集 1959 

一友国五郎 ・国分直一 「徳之島面縄貝塚調査報告 面縄第 2員塚と付近の貝塚」 古代学第 8巻 2

守 1959

九学会連合 「奄美その自然と文化J 1959 

三友国五郎 ・国分直一「鹿児島県大島郡徳之島面縄第二貝塚，およびその附近の遺跡調査概報」

日本考古学年報 8 1959 

河口貞徳、「南島先史時代の文化交流」 アジア文化第11巻 3号

河口貞徳「南島先史時代」 南島文化第 2号

国分直一「南島先史時代の技術と文化」 東京教育大学文学部史学研究第66号 1966 

白木原和美「徳之島の先史学的所見」 南日本文化第 3号 1970 

同分直一 「南島先史時代の研究」 考古民俗叢書(10) 1972 

河口貞徳 i(jt美における土器文化の編年について」 鹿児島考古第 9号 1974 

白木原和美 ・義憲和「大島郡伊仙町の先史学的所見」 南日本文化第 9号 1976 

牛ノ浜修 ・堂込秀人 「面縄第 l・第 2貝塚」伊仙町埋蔵文化財発掘調査報告書(1) 1983 
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第 3章第 1 貝 塚

第 1節調査の概要

第 l貝塚は，昭和 3年，大村行長氏によって発見され，昭和 5年夏広瀬祐良氏が，周年秋に小原

一夫氏，昭和10年Kは三宅宗悦氏が発掘調査され，現在では遺跡は壊滅していると思われていた。

第 l貝塚は，面縄小学校西方約200m付近の南東に関口する狭小な谷状地形内Kある。雑草 ・樹木

が密林化し，昼なお薄暗き地である。以前調査された個所の西側隣接地lζ同じ珊瑚礁崖のテラス状

の地1L:10mx 2 mの東西lζ長い 卜レ ンチを設定し， A卜レ ンチと名称した。 2m間隔で区割を行い，

東から 1..… 5区と名称し， 1 • 3・5区を調査した。乙の棚状台地の A-1，A-3区より兼久

式土器を包含する貝層を確認した。貝を破棄する地点を上の隆起珊瑚礁台地に求め，台地縁辺部iζ

2mx2mの 卜レ ンチを設定し Bトレンチと名称して調査を行ったが遺物はな く，包含層の確認は

できなかった。

昭和初期の以前調査された同テラスの員の散布がみ られる地点IL:2 m x 2 mのトレンチを設定し

A-O区と名称した。A-O区は表層から約80cm，石灰岩風化土層まで員層であ り， 員層最下部より

開元通宝が 3点出土した。

A -0区登り口付近の岩陰IL:1. 5 m x 1. 5 mのトレンチを設定。表層の員の散布状態の把握に努

める。風葬骨と明らかに区別できる人骨が砂層より散布状態で出土，北西部隣接地IL:2 m x 2 mの

トレンチを設定C-1区と名称し，南西部 7mlL: 2 m x 2 mのトレ ンチC-5区を設定する。C-

l区砂層では線刻のある員製品が人骨と ，C -5区では砂層から市来式土器と貝輪が，その下層か

らは爪形文土器が出土した。

第 l洞穴入口の岩陰IL:2 m x 2 mのトレンチを設定し (D-1区)，南西 8mlL: 2 m x 2 mのD

-6区を設定した。 D-1区砂層からは山ノ口式系統の土器が出土し，また陶器を共伴する土拡が

検出され，人骨が埋葬された形で検出されたが，拡張しての調査が困難な為，写真撮影，断面実視1]

後埋め戻 した。 D-6区は，3m程掘り下げたが谷間の一番深いところであり， C -5区の砂層が

検出されないまま調査をやめた。広い面積で効率よく調査すれば，爪形文やそれよりも古い時期の

ものが包含されている可能性は十分考え られたが， 今回の確認調査では無理なと乙ろも多かった。

第 2節層序

層位は各地区ごとに紹介したい。

A卜レンチ(第 4図)

第 I層 表土(黒褐色有機質土)10---20cmの厚さ を有 し，南側でやや厚い。

第E層 暗灰褐色土層で，ほぼ水平に堆積し厚さは20---30cmである。青磁 ・陶器を出土。

第皿層 黒色混員土層であるが，A-3， 5区では員を含まず黒褐色土層である。上部では青磁 ・

土器片がみられ，下部の混貝土属では兼久式土器がみ られる。

第lV層 A -1区iとみられ，暗茶褐色純貝層である。兼久式土器と貝製品が出土する。中間部南

側で珊瑚傑の堆積がみられる。
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第V層 暗茶褐色混貝土層で東から南部へ傾斜している。

第旧層 暗茶褐色石灰岩風化土層であり ，遺物は出土 していない。いわゆる地山である。

A-O区(第 4図)

第 I層，第H層，第皿層，純貝層である。北断面では黒褐色，褐色， 灰色と色別出来るが西断

面では判別出来なかった。兼久式土器と貝製品が出土 した。下層lζ開元通宝が 3点出土

した。

第lV層 暗茶褐色石灰岩風化土層で，上部から面縄前庭式が出土した。

C-O・1区(第 5図)

第 I層 表土(茶褐色土層)で20cmの厚さを有し，c -1区では風葬跡のため撹乱されている。

第H層 黒褐色混貝層で南に傾斜 し， 消滅 している。A-O区の貝層の混入と思われる。兼久

式土器が出土す忍。

第E層 明茶褐色砂層で珊瑚傑が混入している。人骨が散在し，線刻のある貝製垂飾品の出土

がある。

C-5区(第 5図)

第 I層 表土(黒褐色土層)で 5--10cmの厚さである。

第E層 茶褐色粘質土層で40--50cmの厚さで南東部へ傾斜 している。

第E層 暗茶褐色粘質土層で40--50cmの厚さ を有する。

第lV層 黄茶褐色粘質のある砂層で50..........70cmの厚さを有する。遺物は含んでいない。

第V層 淡茶褐色粘質のある砂層で70..........80cmの厚さ を有し南東部へ傾斜 し，珊瑚傑が混入して

いる。出土遺物は，市来式土器とオオツタノハ製貝輪等である。

第百層 黄茶褐色粘質のある砂層で珊瑚傑と人骨が散在し，爪形文土器が出土した。

0-1区(第 5図)

第 I層 表土(粘質赤褐色土層)で40.--50cmの厚さを有する。

第E層 褐色土砂混粘質土層で岩陰の方に厚くなり南部では消滅する。風葬骨を検出。

第皿層 褐色土砂混粘質の強い層で， 青磁，陶器を含み土拡内の埋土でもある。

第lV層 褐色粘質層で山ノ口式系統の土器が出土した。

0-6区(第 5図)

第 I層 表土は薄く， n層との境目がはっきりわけられなかった。

第H層 茶褐色粘質土層で180--200c1l!の厚みを有する。石灰岩風化層が谷に堆積したものと

思われる。
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第皿層 暗茶褐色粘質土層で40--50C1I!の厚みがある。

第町層 黄茶褐色小傑j毘砂層で，土器片の磨耗の厳 しいものが 2・3点出土したが型式等は不

明である。

第 3節遺 構

第 l員塚は，員塚 ・洞穴 ・開地の遺跡である。 2m幅の卜レンチ調査を行ったのであるが，遺構

は，第 l洞穴iζ埋葬施設が検出された。その他のトレンチにおいても人骨の散布状態があり埋葬跡

等の遺構も相定される。

第 1洞穴の遺構は， 箱式石棺墓である。当初， 1 • 2区の調査中，第IV層(明褐色砂層)の掘り

下げを行い， トレンチ東偵I]lC石灰岩礁が出土し，2個ほど取り上げた後，人骨の出土をみた。そのため，

洞穴壁面まで拡張し，人骨検出にかかる。洞穴壁面側は，石灰岩塊の落石がみられ l点ずつ確認し

取り 上げた。乙の石灰岩塊の聞にも人骨が散布していた。

石灰岩を取り除いていくと ，2個の大形石灰岩塊と第 9図の1009・1010・1011の土器が出土した。

それをとり除き，約20C1I!程掘り下げると第 7図の様な箱式石棺墓の検出をみた。

石棺は， 第VI層lζ埋葬され，左側石lζ4個の大形石灰岩塊を，右側石には14個の石灰岩塊を使用

し，両小口 iζは扇平な石灰岩塊を使用し，頂部は中央部を削りとった状態である。頭官右の側石は

みられなかった。被葬者は仰むけの伸展葬で棺内には遺物等はみられなかった。棺内には白砂が埋
注)

土され，遺跡外よりの搬入も考えられる。頭位は， S -230-Wである。人骨Kついての詳細は，松

下孝幸氏の所見を別閣に記載した。 注)概報の数値はまちがいである。
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第4節遺物

1. 上器

第 l貝塚は地点ごとに様相が異なり，関連対比して述べる乙とがむずかしい。そ ζで，第 1員塚

出-cの上器を分知し，良好なもの，特徴的なものを出土地点， 層位ことにまとめて掲載した。個々

のと器は表 2にまとめた。

1001 ~ J 007は，第 1洞穴前庭部出土の土器である。第 1洞穴の前庭部は，上のテラス (Aトレ

ンチ ) から落ちてきた遺物である 。 護 (1001~1004 ・ 1006 ・ 100 7 )と壷(1005)にわかれる。

1001は霊長部がしまり 外反する 口縁をもつもので，頭部に沈線を二条巡らし，口縁部と頚部にも縦

位iζ三条ある。 1003は口縁部がやや外反し，類部に一条の貼り付け突帯を有し，突帯から口縁にか

けて鋸歯状K近い文織を胞している。ま た，輪積の際のつぎ目が明瞭な境目を形成している。 1005

は奇形士器の底部である。 1004は頭部がやや しまり，口縁部は外反する。 内面には指頭圧痕がみら

れる。 1007・J008はやや部手で，口縁部から胴部にかけて細し、沈線による文様体を施している 。

1009~10 1lは洞穴 3 区の石棺上部より出土 し，供献土器と思われる 。 いずれも外表面をていね

いに研磨し，丸底 もしくは尖り気味の丸底を呈す。 1009は波状口縁をなし，突出は 8ケ所である。

J 01 Jは， ーケ所明確に突出 し， 二対称にゆ るやかな波状をなす。壷と鉢のセッ トとおもわれる。

なお，同一層より，扶りのある石斧 ( 1083) が出土してい る。 10 1 2~1031 は A トレンチより ，

1032 ~ 1045は八一O区より出土 した土器である。 1045を除き，すべて兼久式土器の範時に属す

るものである。胎土には，石英と細砂をわずかに含み，よく精選されたもので，色調は褐色をベー

スと し，焼成は良好である。調整ハケ目は員殻の使用が考えられる。文様は鎖部iζ断面三角形の刻

目実需，あるいは連続刺突，沈線を組み合わせたものを中心として，またそれぞれ単独に文様をな

す乙 ともある。その他，縦位iζ，突帯，芸IJ目突信，突帯花束IJ突を施したものを貼りつける。無文の

口縁破片も多くあるが，個体と してまっ たくの無文とは断定できないが，図示した以外にも多くの

無文の土器片を共伴している。文織で，型式分類を試みたが， A_- 1区においては，皿 .IV層， A 

-0区においては I• rr層， A_ --3区において困層と，それぞれ統計上の差はみられなかった。底

部は、FJ.氏が圧倒的で，例外とし ても，脚台をなすもの (1030)，やや角のとれたもの (1044)

があるのみである。 木葉痕をもつものは 4点(1031・1041・1042・1.053 )出土しているが

第 l民塚出土の液久式土器の氏部は，木葉痕をもたないものが主である。

1045は，第1員塚共通の基盤崩である石灰岩風化土の赤褐色粘質土層上部から出土したもので突

市沈線文土出でl百縄前庭式で、ある 。 A-0区の民層下の層位より出土した。

第13・14凶は，c一l区出土の土器である。 1046~ 1053は兼久式土器で E層の黒褐色混員土

肘から出土している。 1054・1055・ ]0 57は壷形土器である。 1056は，羽状Ie:J郎、沈線を施

すもので再念 I式で‘あり ， 1958は口縁部iζ突帯，鎖部にも凸帯を胞し，縦位突帯で結び，突帯にそ

れぞれ半戦竹管状施文具で連続刺突文を施し，突帯聞にも横位iと同様の刺突文を施している。
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第11図 Aトレンチ出土土器(2)

1058は， 0-1区，IV層上部で出土した土器で山の口式系統の土器である。

第15図 1060は， 0-5区V層，淡茶褐色砂質層出土の市来式土器で，貝輪 ・人骨と共伴する

ものである。また同区，円層の黄茶褐色粘質のある砂層からは爪形文土器系の指頭押圧文土器

2点(第15図 1061・1062)がやはり人骨と共伴した。 C-5区は，隆起珊瑚礁崖の下にあり，

転石と流水作用で層位が形成されている 。

乙れらの遺物等から，各トレンチの層位を照合すると，C-5区， VI層(黄茶褐色粘質のあ

る砂層)は縄文時代早 ・前期， v層 (淡茶褐色粘質のある砂層)は，縄文時代後期が推定され

る。C-0， 1区の 皿層 (明茶褐色砂層)と ，C-5区の砂層， 0-1区のW層(粘質のある

砂質褐色土層)の層位は同時期と比定される。層位の色調に若干差異がみられるのは， トレン

チの位置の関係と思われる。時期としては，縄文時代後期から弥生時代中期と推定していたい。

乙の乙とは，洞穴内の遺物に関しても時期のきめてになる乙とと思われる。洞穴内の層位の堆

積状況と，岩陰あるいは平地での堆積状況は異なるかもしれないが，箱式石棺墓(第 6図)及

び供献土器(第 9図)は，砂層の上部であり，また挟りのある磨製石斧の共伴，壷形土器 ・小
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形鉢等から弥生時代前期から中期lζ推定して，今後問

機の類例が増加して時期の設定ができる乙とを望む。

第16f;;<1の土製品は，民大幅 3.8cm，厚さ 0.65cm，現

存最大長 3.5cmの中央部に線五IJのあるものである。

札iζ類似したもので，何 らかの影響があるのではなか

ろうか。 A-O区， 2層出土で赤褐色を呈す。
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第 2表第 1貝塚出土土器一覧表

挿番号図 出土地点、層位 調整(土器上部より順l己記述)
色 調

焼成 』ムロ 備 考
外 内

1001 洞穴 11玄E層
外~ナデ，内~ナデ.ハケ自，へラ

良好 ずよかく精選.細砂をわ
ナデ 11:fi;む

‘一ーー ーーー

1002 洞穴3区 I層 ナデ 淡赤褐色 良好 細砂を多く含む 指頭圧後が目立つ

1003 洞穴 l区H層 ナデ 暗褐色 良好 石英砂を多く含む

1004 洞穴 l区H層 外内~ナデ， 一縦部ハヘラ痕 赤褐色 良好
よく精選，細砂をわ

~ナデ， ケ目.後ナデ ずかに含む

1005 洞穴 l区E層 外~ナデ，内~ハケ目 灰褐色 赤褐色 良好 細砂をわずかに含む

1006 洞穴 1区E層 外~ナデ.内~不明 時褐色 良好 よく精選，む細砂をわ
ずかに含

連続刺突は貝殻

1007 洞穴 l区E層 ナデ 赤褐色 良好 ずよかく精に選含，む細砂をわ

洞穴 l区E層 ナデ 赤褐色 良好
よく精選.細砂をわ
ずかに含む

1008 澗E穴層下3部区 不ヘ明ラ連，続文様刺突は鋸歯状沈線の上下11:， I 赤褐色 良好 細砂をわずかに含む

1009 洞穴下3部区
皿層

外~ヘラ磨き，内~ナデ 赤褐色 黄褐色 良好 細砂をわずかに含む 波状口縁

1010 洞E穴層下3部区 外~へラ磨き，内~ナデ |暗赤褐色 淡赤褐色 良好 細砂をわずかに含む

1011 洞穴下3部区
E層

外~ヘラ磨き(縦)，内~ヘラナデ 黒色 淡黄褐色 良好 細砂をわずか11:含む ヘラ接着面不明瞭

1012 A-1区E層 不明 暗褐色 良好 細砂をわずかに含む

1013 A-1区E層 ナデ 黄褐色 良好 細砂を・わずかに含む

1014 A-1区N層 ナデ 赤褐色 良好 細砂をわずかに含む

1015 A-l区W層 ナテ 赤褐色 良好 細砂をわずかに含む

1016 A-1区IV層 ナデ 暗褐色 良好 細砂をわずかに含む

1017 A-1区町層 外~ナデ，内~ナデ，ハケ目後ナデ 赤褐色 良好 細砂をわずかに含む

1018 A-1区N層 外~ナデ，内~ハケ目後ナデ 褐色 良好 細砂をわずかに含む

1019 A-1区N層 外~ハケ自一部，内ナデ 黒色 褐色 良好 細砂をわずかに含む
ナデはへラか貝殻で行
なわれた

1020 A -1区町層 内内~ナデデ カイガラナデ
~ナ ハケ自

暗褐色 赤褐色 良好 細砂をわずかに含む

一
1021 A-3区E層 不明 赤褐色 良好 砂粒を多く含む

1022 A -1区E層 外~ノ、ヶ目，内~ナデ 稽褐色 良好 細砂をわずかに含む

1023 A-1区E層 ナデ 赤褐色 良好 細砂をわずかに含む

1024 A -1区町層 外~ナデ，内~不明 暗褐色 赤褐色 良好 細砂をわずかに含む

1025 A-1区lV層 外~ナデ，内~ハケ目後ナデ 暗褐色 良好 細砂をわずかに含む

1026 A-3区皿層 外~ハケ目，内~不明 赤褐色 軟や質や 細砂を若干含む

1027 不明 黄褐色 良好 よく精選含む.細砂をわ
ずかに

1028 A-3区E層 外~ナデ，内~ナデハケ自 暗褐色 良好 ずよかく精選，細砂をわ
iζ含む

E層最下部

1029 A-3区皿層 外~不明，内~ハケ目 黄褐色 良好 よく精に選含.細砂をわ
ずか む

E層最下部
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挿番図号 出土地点層位 調整(土器上部より JI闘に記述)
色 調

外 内
焼成 目ム口 j-- 備 考

103 01 A -3区皿層 不明 淡褐色 良好 よく精選.細砂をわ
ずかに含む 目隠以下部

103 11 A -3区E層 不明 暗縄色 良好
よく精選，細砂をわ

底lζ木~痕ずかに含む

1032 A-O区 I 外~ナデ.内~不明 赤褐色 良好
よく精選，細砂をわ
ずかに含む

1033 A-O区I 外~ナデ，内~ナデ，ハケ目 暗;得色 赤褐色 良好
よく精選，細砂をわ
ずかに含む

1034 A-O区 I 外~ナデ，内~ナデ，ハケ目 暗赤褐色 良好
よく精選，細砂をわ
ずかに含む

1035 A-O区E 外~ハケ目(縦).内~ナデ，ハケ目 明赤褐色 良好
よく精選，細砂をわ
ずかに含む

1036 A-O区E ナデ 褐色 良好
よく精選，細砂をわ
ずかに含む

1037 A-O区E ナデ 褐 色 赤褐色 良好
よく精選.細砂をわ
ずかに含む

1038 A-O区E 外~不明，内~ハケ自 暗縄色 赤褐色 良好
よく精選，絢砂をわ
ずかに含む

1039 A-O区 I 外~ナデ.内~ナデ，ハケ自(縦J 赤褐色 黄灰色 良好
よく精選，細砂をわ
ずかに含む

1040 A-O区E 外~ナデ，内~ナデ，ハケ日後ナデ 暗褐色 良好
よく精選，細砂をわ
ずかに含む

1041 A-O区I 外~ナデ，内~ハケ目 褐色 赤褐色 良好 よく精選，細砂をわ
底 lζ木業痕か?

ずかに含む

1042 A-O区E 外~ヘラミガキ，内~不明 褐色 赤褐色 良好
よく精選，細砂をわ

底IC不明痕
ずかに含む

1043 A-O区E 外~ナデ.内~不明 暗黄褐色 良好
よく精選，細砂をわ
ずかに含む

1044 A-O区E 外~ナテ¥内~ハケ自 暗褐色 良好
よく精選，細砂をわ
ずかに含む

1045 A-O区lV 不明 赤褐色
やや

細砂を多く含む 面縄前庭式
軟質

1046 C -1 [玄 I ナテ 赤得色 良好
よく精選，細砂をわ 文様は半載竹管状用具
ずかに含む による施文

1047 c-O区E 外~不明，内~ハケ目 赤褐色 |良好 よく精選，細砂をわ
ずかに含む

1048 c-O区E 不明 策褐色 良好
よく精選，納砂をわ
ずかに含む

1049 C -1区E 外~ナデ，ハケ自目後ナデ 貧褐色 赤褐色 良好
よく精選，細砂をわ

内~ナテ，ハケ ずかに含む
浅い沈線 (2-3条)

1050 c-O区E 外~ナデ，内~ハケ目 暗褐色 良好
よく精選，細砂をわ
ずかに含む

1051 C-O区E 外~ハケ自，後ナデ，内~ハケ目 暗賞褐色 良好
よく精選，納妙をわ

あげ底
ずかに含む

1052 (:-0区E 不明 暗赤褐色 黒色 良好 よく精選.細砂をわ
ずかに含む

1053 C-O区E 外~ナデ.内~ハケ目 赤褐色 良好
よく精選，細砂をわ

底』ζ木業復
ずかに含む

1054 c-O区上 外内~ナデ，ハケ目後ナデ 赤褐色 良好
よく精選，細砂をわ

~ナデ.ハケ日後ナデ ずかに含む

1055 (;-0区E下 外~ハケ目.内~不明 暗褐色 良好 よく精選，細砂をわ
ずかに含む

1056 c-o区E 外~ヘラミガキ，内~不明 赤側色 良好
よく精選，納砂をわ

羽状lζ沈線
ずかに含む

1057 c-o区E 外~不明.内~一部ハケ目 黄褐色 黒色 良好 よく精~.細砂をわ
ずかに含む

1058 D -1区W 外~ナデ.内~不明 暗黄褐色 黒色 良好
よく精選，細砂をわ

山/口式土器
ずかに含む

1059 C-O区皿 不明 暗縄色 良好
よく精選，細砂をわ 半載竹管状工具による
ずかに含む 連点
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貝製品 (第17図~第21図)

面縄第 l貝塚から多量の貝製品が出土 した。特徴的なものを選び出し図示した。貝製品は，それ

らの用途によ って装飾品と実用品lζ大月IJでき ，前者は貝輪 ・垂飾品 ・有孔貝製品などで，後者は，

螺蓋製貝斧 ・員匙・ 貝容器 ・穿孔貝などがある。

貝輸は 9点出土し，オオツタノハを素材として用いたもので，殻頂部を除去して環状に外縁部を

有するものが主で，完全輸になっている ものと，半月形の穿孔を施したものとに分けられる。素材

はオオツタノハ (8点)とサラサバテイ(1点)の二種に大別できる。オオツタノハの 8点は全て，

じ-5区，VI胃の出土であ る。珊瑚礁塊の転石が多く ，散在した人骨の聞に員輪が出土した。人骨

は散在していたので，貝輪と人骨との関連は得られなかった。 共伴遺物K市来式土器がある。

1064と1065は重なって出土した。 ]064は研隣により放射肋の凸凹を削り取っている。完全輸の員輪でな

く，三つに分かれ，両端iζヒモずれ痕等がわずかに見られる乙とより ，三つの部分を繋いで貝輪の

m途をなすものと思われる。!良縁部の広いものには，腹縁中心部iζ内側か ら穿孔している。 重量は

2 9.4 fjである。 1065は完全愉で，殻長 9.9cm，幅 7.2C11I， 孔長 7.6C11I， 幅5.6C11I， 幅5.9C11Iで、重量

は23.7 fjであり，Jrr)部的に研隣がみられる。 1064と1065は，出土状態より2点で一対の役割をはたし

ていたものと思われる。二つの員輸の接触部分が研磨等によ って放射肋の凸凹を削り取り ，より 密

者の状態lとなる乙とやヒモずれ痕のある組合せ貝輸は音を発する打楽的な用途が考えられるのでは

ないだろうか。 1066もオオツタノハの殻頂部を除去して環状K外線部を有し，広挟の部分がある。殻

長8.9C11I， 幅 7.0cm， 幅4.8C11Iで、重量 22.3 9であり ，やはり研磨さ れ， 放射肋の凸凹を取りさ っ

ている。 1067も同じくオオツタノハを素材とし，外査線の内側の殻長部を除去した。殻長 7.5C11I， 幅

5.8 C11I， 孔長 4.2C11I， 幅3.0C11Iの小形の員輸である。 1068は，オオツタ ノハを素材とし，内側より 2

ケ所，外側よ り2ケ所，両側から穿孔が 2ケ所認められる。放射肋の凸凹は研磨により完全に削り

とられ， 縁部の穿子しには ヒモずれ痕がみられる。乙れも1064と同様完全愉でなく ，最初から半月形と
1) 2) 

して作ったものであろう。類似品が，犬田布員塚，喜念、原始墓から出土 していて貝製装身具とされ

ているが，1064のHl愉同様， 貝i愉としての用途も考えられよう。 重電は 20.4 fjである。 1069は，唯一

のサラ サバテイを素材lζ し，殻の体層部を横iζ切断して内部を敵打により取り去り ，その後研磨 し

たもので半円形を呈 している。完全輪であ ったのか不明であるが，両端は破損している。殻長 6目 5

C11I， 孔長 5.4C11I， 電量 6.1 9で現在でも真珠膜がみられる。 0-1区，IV層上部より出土した もの

で，共伴遺物には山ノ口式系統の土器がみられ， また，同区の H層lζは陶器を共伴する土拡があっ

た。人骨の出土をみたが，拡張できずすぐ埋め戻 し，将来の調何にゆだねた。 1070は，ゴホウ ラの外

底部を切り取り ，研磨によ って形を整え，両端iと内外からの穿孔を胞乙し上唇部の先端は欠損して

いる。穿孔の近くに快りがみられ，また， 表面Kは三本の線が幾何学的に線刻されたものである。

貝符的意味あいを持つ垂飾品とも考えられる。 C-0区，皿層より出土し，人骨の散在した層位で

あった。重量は，1 2 3.5 fjである。 1071は，夜光員の体屑部を素材とし，曲部を中心lζ敵打整形した

もので，一端は欠落しているがほぼ完形品である。縁部は研磨により整形されている。重量は34. 2 

gである。 A-1区，皿層中より出土し，員容器としてとりあげた。 3点出土した (凶版15)01072 
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第 20図 員製品 (2)



は，ムラクモタカラガイの体層部を半分iζ切り取り，敵打整形したもので，一端の歯状刻を取手部

lζ利用している。入念な調整はみられない。重量は 9.4 9である。 A-1区， 1層で出土してい

る。 1073は， ヘラ状貝器である。貝の腹縁部を切り取り，研磨によってへラ状に仕上げたものである。

A-l区， 町層の貝層中からの出土である。 1076~ 1082は穿孔を有する貝製品である。総数14点出土し

た。利用した貝はメンガイ類 0076・1077・1082)，ケイトウ(1078)，キ クザル(1079)，シラナ

(1080・1081)である。 1076~ 1079は，メンガイの穀頂近くに l伺内外の粗孔を有するもの

で，他に加工痕は認められない。各々長径 5.7伺， 4.6 cm， 3.6 cm， 4.5伺，短径 5.4叩， 4.2侃，

2. 6仰， 3.2 cm，重さ 18 9， 9 9， 3 9， 1 0 9， 1080・1081はシラナミの殻頂部近くにやはり

1伺内外の粗孔を有するもので長径 4.5cm，6.2cm，短径 2.8伺， 3.8伺，重さ 69， 6 9を測る。

1082は長径 8.0cm，短径 7.8仰， 重さ549を測る。1074，1075は螺葦製員斧である。最初，名称

を貝斧で統一していたが，諸文献にも統一性がなく，貝斧のみでは誤解を生むおそれもあるため，
3) 

三島格氏の螺蓋製貝斧の名称を使用するととにした。

総数10点出土する。夜光貝の蓋の薄い緑部に敵打により刃部をっくり出 している。いずれも刃部は

鋭い。 1074・1075ともA-O区，II層の貝層中より出土した。また，その他の螺葦製貝斧は，出土

地は別々であるが，全て貝層中よりの出土である。

<参考文献>

1 )白木原和美「徳之島の先史学的所見」 南日本文化第 3号 1970 

2 )三宅宗悦「大隅国徳之島喜念原始墓花出土貝製品及び出土人骨の抜歯に就いてJ 1941 

3 )三島格「螺蓋製貝斧J賀川光夫先生還暦記念論集 1982 
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第 22図 石 斧
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石器

1083は， 第 1洞穴， VI層より出土した も

ので最大長 13.6cm，最大幅 3.8cm，厚さ2.3cm 

重量 1849を損IJる，軟弱な砂岩を石材に用い

た挟りのある石斧である。散打によって全体

を整形し，挟りをーケ所作っている。刃部と

扶り部の位置が，今までの挟入石斧と逆であ

る。 挟入部に使用lとよる研磨部がみられる。

古銭

古銭は 3点出土 した。 A-O区貝層下部か

らの出土であり全て「開唱宝Jである。昭

和 5年の小原一夫氏の発掘の際も員層下部は

1 11点出土している。員層は兼久式土器の単

純層であり ，兼久式土器の編年上貴重な資料

といえる。

ぐ望、 2診¥
之，.... 三~ー魁ペーl~.-}
~さらtダ討 、ふ~if

仰
に
d

第 23図古銭拓影

<注>

小原一夫「奄美大島群島徳之島貝塚に就いて j 史前学雑誌 第 4巻 3・4号 1932 
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第 5節 小結

発掘調査の結果，面縄第 l貝塚は滅失ど乙ろか遺跡の範囲拡大と，縄文時代早期から歴史時代ま

での複合造跡である乙とが判明した口地点ごとに若干まとめておきたい。

第 1員塚は，貝塚，洞穴及び開地からなる遺跡である。今回は確認調査であり，基本的lζ 2mの

トレンチ調査を行ったのであるが多くの成果があっ た。

員塚は隆起珊瑚礁のテラス部にあり ，兼久式土器を包含するものである。貝穀は別掲に紹介した

がウニ， ヒバリガイを主とし， 47種類を確認できた。今回は種を分類しただけであったが詳細に分

析していけば食性，生息状況等も推定できるのではなかろうか。員層中の遺物は，兼久式土器が主

である。A-O区の下層部にて「開元通宝」が3点検出された。 I開元通宝」は小原一夫氏の調査

においても一点出土している。乙のように，兼久式土器は編年上，一概に結論を出すのはむずかし

いが，A-0区の員層(約80ω)の堆積に変化はみられなく l片出土した弥生後期土器片も他に

頒例はない。A トレンチにおいても混在した根拠はない。貝層下部のマガキガイによるカーボン測

定の結果1355土60B.P.Yという数価が与えられ，年輪年代lζ換算すると A.D.650年という結果が

検出されている。乙のため，面縄第 1員塚の兼久式土器の編年は一概に結論を出すのはむずかしい

が，7 IJt紀を基準とする ζ とができるのではないだろうか。また，兼久式土器に関しても形態等分

類できるものがある様である。まだ詳細K分析する必要があるのではないだろうか。

洞穴遺跡、では，箱式石棺墓が検出され，完全人骨の埋葬形態が判明したのであったが，砂層の分

類と石棺内での造物が出土しないため時期的なものが判明しなかった。唯 供献土器と同層より出

土した挟りのある石斧等より 弥生時代前期の相前後する ζ ろと推定したのであるが，今後の調査に

よってより完全なものに したい。

C， D区は，堆積層が厚く岩盤まで調査する乙 とは出来なかったが 6層下部より指頭圧痕の爪

形文土器が二点出土した。南西諸島iζ爪形文土器が出土するのは以前より知られていたが沖縄県野
2) 

悶員塚 日地点より大量の爪形文土器が発見され分析されている。沖縄における爪形文土器の発見は，
3) 

1960年ヤブチ洞穴の発見以来 5ケ所を数える。奄美地方においても 3ケ所が確認されているが，九

州本土における細石器lζ伴うものであるのか結論がまだ見出されていない。野国貝塚では，生活形

態の違いなどによる石器組成の違い，すなわち地域差として捉えられると述べているが時期等につ

いては今からの課題と思われる。

乙のように第 l員塚は複雑な様相を示す遺跡であり，多くの貝製品，土器等の整理によってより

確かな事実をつかんでいき たい。

<参考文献>

1 )京都産業大学 山田治氏測定

2 )岸本義彦他 『野国』 沖縄県文化財調査報告書57 1984 

3 )国分直一 ・三島格「ヤブチ式土器-琉球と奄美大島における文化交流の一証跡」

水産大学校研究報告人文科学篇第10号 1965 
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第 6節自 妖 貝

植之原道義

全般的lζ色彩が抜け，それによる特徴が薄れたもの，破片等，種名まで同定するには無理なもの

もあった。中には逆に驚くほどの色彩を保っていたものもあった。.........員塚の貝殻lζ はよくみら

れる。

当時の住人が貝を利用する目的は，食用，容器，道具，装飾用具と推察される。食用の場合肉が

食用にたえて， しかもたやすく大量に採る ζ とのできるものであろう。それには一般に二枚貝がむ

いている。そして内海の砂浜が適地である。と乙ろが徳之島にはそのようなと乙ろは少なし、 喜念

の浜ぐらいである。

採集されたもので砂浜K生息するものは，ウズラガイ， トミガイ，ニシキノキパ フデガイ，イソ

ハマグリ ， リュウキュウマスオガイのものぐらいで，他は(陸貝除)岩礁性のものである。食用員

としてはもっと多くの種が考えられる。食用以外の用途については，大型，殻が堅い， 美 しいもの

で限られた種類である。

大量の員殻が出土するわけであろうが，それ等をつぶさに調査すれば，当時の食性，貝の生息状

況，あるいは海岸の景観の推察ができるかもしれない。

軟体動物門

腹足綱

ツタノハガソ科

ツタノハガイ，オオツタノハガイ，オオベ ッコウカサガ‘イ

ニシキウズガイ科

ギンタカハマガイ，サラサバティ

リュウテンサザエ干ヰ

チュウセンサザ、エ，ヤコウガイ

アマオブネガイ科

アマオブネガイ，イシマキガイ(淡水産) ，イ シ夕、タミアマオブネガイ

ヤマタニシ科

ヤマタニシ(オオシマヤマタニシ?) 

オニノツノガイキヰ

オニノツノガイ

スイショウカーイ科

ムカシタモト力、、イ，クモガイ， ラクダガ.イ，スイジガイ

タマガイキヰ

タマガイ
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タカラガイ科

ハナピラタカ ラ力。イ，ホ シキヌタカーイ ，ヤ クシマタカラガ‘イ ， ムラクモタカラガイ

オキ ニ シ存|

オキニシ， オオ ナノレ トボ ラ

ヤツシ ロガイ 科

ウズ‘ラ 力、、 イ

アクキガイ科

ツノレイシガ‘イ， キイロイガ‘レイシガイ

フデガ、イ科

ニ シキノ キノてフデガイ

イモガイf4

ニ シキ ミナ シ力、、 イ，サヤ力、.タ イモガイ ?，タガ'ヤサンミナシガイ， クロフモドキガイ

ナンバンマイマイ科

オオシママイマイ (1笠性)

斧足綱 (二枚貝類)

フネガイ科

エガイ ， ベニエガイ

タマキガ、イ手ヰ

ウチワガイ

イガイ科

リュウキュウ ヒノ1・リガ‘イ， シュモクアオリガイ ， シロアオリガイ

ウミギクガイ科

メンガ‘イ類， ウミギクガイ類

シャコガイ科

ヒメシャコ力、イ

チドリマスオガイ科

イソノ¥マグ リ， リュウキユウノ〈カヵーィ

リュウキュウマスオガイネヰ

リュウキュウマ スオ 力。イ

節足動物門

顎脚綱

フジツポ類

東京皮動物門

ウニ綱

ウニ委員，ノマイプ ウニ
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第 7 節 面縄員塚出土の動物骨について

鹿児島大学農学部 西中川 駿

1. はじめに

面縄民塚は，鹿児島県大島郡伊仙町にあり ，昭和 3年K発見され，凹カ所の員塚からなる縄文，

弥生時代の貴重な遺跡である。今回は，遺跡保存のために，第一，二員塚の再調査が行われ，出土

した 自然遺物を調査する機会を得た。乙ζ では，とくに晴乳類の出土骨を中心に報告する。なお，
2) 

動物種名や学名は，今泉に従った。また， 魚類の分類は，月Jj項を参照されたい。

2 .面縄第一貝塚出土の動物種と出土量

第一貝塚出土の自然遺物は，総重量 1170.29 (貝頒を除く)で，その動物別および、区画別出土重

は ， 表 11( 示 した 。 H甫乳類が全体の57%を占め， 魚類3 1 ~ぢ ， その他が 12%である。その他の中には，

鳥類やカメ ，カエノレ，カニ頬がみられる 。陸棲l浦乳類は以下K記す 3目4極である。

A. 偶蹄目 (Artiorlactyla)

1 )イノシシ (Sus scrofa Llnnapus) 

2 )ウシ (80S taurus Llnnaeus) 

8. 食肉目 (Carnivora)

3 )イヌ (Canis Pamiliaris Llnna(:'us) 

C.醤歯自 (Rod巳 nt i心

4 )ネズミ類 (Muridae gen. et sp. sp. indent) 

乙れらのうち，イノシシが 605.29 (112骨片)で，全体の91%を占めている。なお，動物種や

骨の種類を同定出来ないものが 90.59あり ，晴乳類総重量からみた鑑定率は， 88猪である。以下各

動物について述べる。

1 )イノシシ (P1. 1の 1---28参照)

イノシシのものと同定された骨片は， 112個で，区画では A-1， A-3の 3貝層や 3層に多

くみられ(表 1)，骨月IJ (表 2)では歯(左14，右15)，下顎骨(12，4)が多く，四肢骨では，

上腕骨(3， 4)，大腿骨(3， 5)が多い。歯や F顎骨の数からみた推定個体数は 5体である。

一万，ほぼ完全な右第三中足骨長(最大長 727T1l71)からイノシシの大きさを推定すると現生のリュ

ウキュウイノシシよりも大きく ，ニ ホンイノシシより 小さい型のものである。上腕骨，大腿骨など

のような長骨は 1---2力所で割断されている。

2)ウシ (P1. IIの 1参照)

ウシは Aー 1表層からただ 1個の右中手骨の出土であるが，表層からの出土であり ，ζれが弥r

時代のものであるという確証はない。骨端のとれた遠位部のみであるが，現代和牛と比較すると'J

さい ζ とから，改良以前の牛である ζ とが推測される。

p
h
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3 )イヌ (P 1. 11の 2--4参照)

イヌは胸椎 1，上腕骨(右) 1，腔骨(左) 1，計 3個の出土であるが，出土地点が A-0， A 

-3， C -1と異なる ζ とから，それぞれ別の個体である と思われる。ほぼ完全な右上腕骨の最大
10) _ __ _ _1，9) 

長は， 1 2.1 cmで-あり ，山内 の方法で体高を推定すると約39仰とな り，長谷部ら のいう 小型犬lζ属

する。

4 )ネズミ類 (P1. 11の 5--9参照)

ネズミの骨は，大腿骨(左，右)，上腕骨(右)など 5個の出土であり， 骨が大型であると とか

ら，おそ らく ドブネズミかケ ナガ、ネズ ミ大のものであろう。また， A -1の 3貝層か らま とまって

出土しているととから，同一個体のものと思われる。

以上， 3目4種の陸棲晴乳類の出土骨について述べたが，骨格別にみる と (表 2)，頭蓋 39.7%

前肢骨 24.8%，後肢骨24%，胴骨 11.5%であり ，歯の出土が多い。

なお，海棲崎乳類としてクジラの小骨片もみられ， 鳥類はキジバ ト類の左中足骨 1個がみられる。

その他，カメ頬の甲や指骨など12個，カエ ノレの上腕骨や寛骨，カニ頬の紺脚 (22個)などがみられ

る。

3.面縄第二貝塚出土の動物種と出土量

面縄第二貝塚出土の自然、遺物は，総重量 252.1 rI (員類を除く )で，それからはイノシシ 172.7

t) ，クジラ頒 6.5 rI，魚類20rI， 力メ 頬 14.9rIである。 A-2，A-4区か らの出土が多い。 細骨

片のため同定不能のものが38rIあり，総重量か らみた鑑定率は 84.9猪である。陸棲の晴乳類は，イ

ノシシのみで，その骨別出土骨片数は表 2Iζ示 した。

A. 偶蹄目(Ar t i od a ct y 1 a ) 

1 )イノシシ (Sus scrofa Llnnaeus， P 1. rrの21--28参照)

イノ シシの骨と同定されたものは， 26骨片で，肋骨や尺骨などが多くみられ，推定個体数 3個体

と思われる 。寛骨や距骨などは現生のリュウキュウイノシシより大きく，ニホンイノシシの雌程度

の大きさである。長骨は第一貝塚のものと同様K害IJ断されており ，骨髄食が伺われる。

4.考 察

イノシシの出土は，鹿児島県下の共通した現象であるが，シカの出土のない ζ とは， ζ の奄美地

.5) ，~，......~ = L= 6) 
方の特徴のよう である。笠利町のサウチ遺跡、 や子宿員塚 などからもシカの出土K報告されてい

ない。今回の面縄員塚でも同様にイ ノシ シ中心の狩猟がなされていた乙とが想像され， 当時， ζ の

地万lζ はシカは生息していなかった ζ とがうかがわれる。

イヌの出土は， 珍ら しく，県下でも黒川，片野洞穴や高橋貝塚などのみからである。7β) 今回出

土した上腕骨から体高を推定する と，約39cmであ り，現在のサツマ ピークソレ犬大の大き さである。

- .J_ M -r .1-> '̂ 3，4) イヌは当時，狩猟犬として飼われていたとE われており， 面縄貝塚人も イヌを狩猟犬として飼っ

ていた乙とが想像される。 ウシの出土がみられるが，当時のものであると は思われない。 しかし，
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現代和牛より 小さい乙とから，改良以前の在来牛である ζ とが推察される。ネズミ類は，当時の人

々が食料と して利用 したものでなく ，おそらく貝塚K入っ て死亡 した ものと思われる。ζ の他にク

ジラ ，カメなどの骨もみられたが，ζれも古代人の重要な蛋白資源であったのだろう。また，カニ

が多く 出土 しているが，面縄川の流域iζ生息していたものを食料と して利用 したのであろう 。

一万，出土したイノシシの骨を現生のリュウキュウイノシシと比較すると ，形態的には頬似 して

いるが，やや大型のものが生息 していたととがうかがわれる。また，イノシシの長骨や頭蓋は，害IJ

3，4) 
断されているが，ζれは金子ら が云うように骨髄や脳を摘出 して食べていた ζ とがうかがわれる。

また，イノシシの出土骨が多い ζ とから，乙の面縄貝塚を遺 した人々は，イノシシを中心とした狩

猟を行ってい た乙とが示唆される。

5. まとめ

面縄第一，二貝塚より出土 した動物骨について，動物種や骨の種類について同定 した。

1. 面縄第一貝塚出土の自然遺物は，総重量 117 O. 2 g(貝類を除く)で，晴乳類 668.1g，鳥類

0.2 g，魚類 361.09その他 31.49で，それらは，イノシシ，ウシ，イヌ ，ネズミ ，クジラ ，

キジバ ト， カメ ，カエノレおよび魚類(月Ij項参照)であった。

2. 面縄第二貝塚出土の自然遺物は，総重量 257.19で，イノシシ，クジラ ，カメおよび魚頒

(月IJ項参照)であった。

参考文献

1 )長谷部言人 ;日本石器時代家犬について，人類学雑誌40巻 1号 (1925)

2 )今泉 古典 :原色日本晴乳類図鑑， P 1-196，保育社，東京 (1979)

3 )金子 浩昌 :動物遺存体，考古学ゼミナ ーノレ，江上波夫監修， P340-345，山川出版社，

東京(1976) 

4 )金子 浩昌:縄文時代の狩猟，漁携，歴史公論 2， 67-71(1979) 

5 )笠利町教育委員会 :サウチ遺跡， 65-65 (1978) 

6 )笠利町教育委員会;字宿貝塚，笠利町文化財調査報告書， 95-96 (1979) 

7 )西中川 駿 他 4名:古代遺跡出土の動物骨に関する研究，II 0 鹿児島県片野制穴出土骨の

概要，鹿大農学術報告， 3 2， 1 5 7 -1 6 6 (1 9 8 2 ) 

8 )西中川 駿 他 3名 :古代遺跡出土の動物骨花関する研究，IV。鹿児島県黒川洞穴出土骨の

概要，鹿大農学術報告， 33， 147 -157 (1983) 

9)芸田 清吾 :日本古代家畜史の研究， P 1 --338，学術出版会，東京 (1969)

10)山内 忠平 :犬における骨長より体高の推定法，鹿大農学術報告， 7， 125--131，(1958: 
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表 1 面縄第一貝塚出土の動物別および区画別出土骨量
( 9 ) 

崎 手し 類 a鳥 魚 カ 力 カ 不 区 出

イ ウ イ 不 ク エ
一しl 土メ -ー 明

ノ
ス ノ、 ノレ ，工月e. 

、ノ

区画 ・層 、/ 、ノ ヌ 、、、
フ 類 類 類 類 類 J同::e. 別 量

A-O 2員層
4.2 2.4 3.0 

9.6 (1) (1) 

表層
16.4 7.3 1.4 

25.1 (5) (1) 

3員層
111.1 1.2 0.2 289.0 13.2 0.5 21.1 56.4 

492.7 (39) (5) (1) (7) (2) 

A-1 

3層下
86.7 

86.7 (8) 

61・314 44.1 
44.1 

360 (3) 

3 層
76.6 31.0 26.5 

134.1 (9) 

A-3 3層下
167.4 2.4 2.6 

172.4 
(却 (1) 

22・361
19.5 

19.5 (2) 

A-4 表層
3.1 

3.1 (2) 

A-5 
387 26.6 0.6 

27.2 
388 (5) 

C-1 
混士 37.0 16.6 12.5 

41.0 12.5 119.6 員層 (4) (1) (2) 

0-1 139 
15.6 20.5 

36.1 (2) (2) 

動物別出土骨量
605.2 7.3 21.4 1.2 33.0 0.2 361.0 28.8 0.5 21.1 90.5 

1170.2 (112) (1) (3) (5) (4) (1) 

推定個体数 5 3 

( )は骨片数を示す。
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写真説明

P l a te 1 1 ~28 イノシシ(面縄第一貝塚)

l 上顎骨(左，第一後臼歯を含む) 2 犬歯(右，上胡) 3 犬歯(左，下顎)

4 犬 歯 (左，下顎) 5. 第三後日歯(右，下顎) 6. 第三後臼歯(右，下顎)

7 第三後臼歯(右，下顎) 8. 下顎骨(左，犬歯を含む) 9. 下顎骨(切歯を含む)

14. 上腕骨(右，前面)

17 梼骨(左，後面)

21 大腿骨(右，側面)

24 第四足根骨(左)

27.第四指中節骨(右)

10. 下顎骨(左，歯槽のみ) 11.環椎 12 肋骨(左，第一) 13 肩甲骨(左)

15. 上腕骨(左，後面) 16 梼骨(右，前面)

18. 尺骨(右，側面) 19，寛骨(右) 20.大腿骨(右，側面)

22.腔骨(右，前面) 23 撞骨(左，内側面)

25 第三中手骨(右) 26 第三指基節骨(右)

28 第三~1I:末節骨(右)

Plale IJ 1 ウシ 1l ~15 カメ

2~4 イヌ 16~17 カエノレ

5~9 ネズミ 18~ 20 カニ

10 キジバ 卜 (以上面縄第一員塚)

21 ~28 イノ シシ (面縄第二貝塚)

1. 中手骨(右，前面) 2 胸椎 3. 腔骨(左) 4 上腕骨 (右，前面)

5 切歯(左，下顎) 6 上腕骨(右) 7 大腿骨(左) 8 大腿骨(右)

9 腔骨(右) 10. 中足骨(左) 11.頭蓋 12. 腹甲 13~ 15. 指骨

16.上腕骨(左) 17. 寛骨(左) 18~20 . 紺脚

22 肋骨(左) 23. 尺骨(左) 24.尺骨(右)

27. 距骨(右，前面) 28.第三中手骨(右，前面)

21.上顎骨(左，前，後臼歯を含む)

25. 寛骨(右) 26.腔骨(右，前面)
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第 8節 鹿児島県伊仙町面縄第 1貝塚出土の弥生時代人骨

※※※  
松 下 孝 幸 ・ 石田 肇

はじめに

鹿児島県大島郡伊仙町 (徳之島) にある面縄第 1員塚の 1982年の調査によ って，第 1"(同穴か ら

散乱骨と l体の埋葬人骨とが出土 した。乙の埋葬人骨は別項で述べられているように，考古学的所

見より ，弥生時代 (前期~中期)IC属する人骨である。人骨の保存状態はきわめて良好なもので，

また徳之島から弥生時代人骨が出土 したのは今回が初めてであり 薩南諸島の形質人類学の研究資

料と してはきわめて貴重なものと考えられるので，計調IJならびに形質人類学的観察を行なった。そ

の結果を報告 したい。

資 料

第 1 洞から出土 した埋葬人骨は 1 体で ， 埋葬姿勢は仰臥伸展葬であった 。 ζ の人i~ の性別 ・ 年令

は，下記の所見より ，女性 ・壮年と推定される 。

計損IJ方法はMar t i n -S a 11 e r (1 957 )によったが，一部は Howdls (1973)の万法で計測

を行なった。また鼻根部については鈴木 (1963)の方法と松下 (1983)の方法で計測を行な っ

た。

比較資料と しては奄美大島の字宿員塚出土の弥生人 (以下， 宇宿弥生人)， (松下， 1979)， 

西北九州弥生人(内藤， 1971)，大友弥生人(松下， 1981)，土井ケ浜弥生人 (金関，他，

1960，財津， 1956)を用いた。

なお， 1982年に第 1洞から出土 した埋葬人骨を I1号人骨」 と番号をつけ，今回は ζ の人'円に

ついてのみ報告する。

所見

各骨の計損IJ値は表11--201C示すとおり である。

(1) 頭 蓋

1.脳頭蓋

脳頭蓋はほぼ完全であ る。外後頭隆起の発達は悪 く，乳様突起もあまり大きいものではないu

縫合は， 三王縫合とも内外両板は開離してい る。

※MATSUSHITA Takayuki 

※※ ISHIDA hajime 

長崎大学医学部解剖学第二教至
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脳頭蓋の主要計測値は，頭蓋最大長が 165棚，頭蓋最大幅は 136棚，パジオン・ブレク。マ高

は 130酬で，頭蓋長幅示数は 82.42，頭蓋長高示数は 78.79，頭蓋幅高示数は 95.59となり，

頭型としては， brach-， hypsiι ，metriokran (短・高・中頭)に属している。

頭蓋水平周は 486棚，横弧長は 304伽，正中矢状弧長は 352棚で、ある。

次いで，脳頭蓋の主要計測値について，宇宿弥生人，西北九州弥生人，大友弥生人および土

井ケ浜弥生人と比較してみると(表 1)，頭蓋最大長および頭蓋最大幅はどの比較群よりも小

さく，パジオン・ブレグマ高は西北九州弥生人，大友弥生人および土井ケ浜弥生人よりもわず

かに大きく，宇宿弥生人の計測値に一致する。頭蓋長幅示数は宇宿弥生人よりは小さいが，西

北九州弥生人，大友弥生人および土井ケ浜弥生人よりも小さい。宇宿弥生人は過短頭であり，

本例も短頭であるが，宇宿弥生人ほどその短頭性は強いものではない。またパジオン・ブレグ

マ高がやや大きいため，頭蓋長高示数および頭蓋幅高示数はどの比較資料よりも大きい。

頭蓋水平周および正中矢状弧長はどの比較群よりも小さいが，横弧長は宇宿弥生人，西北九

州弥生人，大友弥生人よりも大きし土井ケ浜弥生人と大差ない。

表 1 脳頭査計測値(女性)

面縄第 1貝塚
1号人骨

塚
¥
)
一
M

顧
酌
一
加
一

字
予
(
一

n

西北九州

弥生人
(内藤)

n M 

友
¥
)
一
M

ノ

τー一
持一公一

大
事
じ

τ

(mm) 

土井ケ浜

弥生人
(金関，地)
n M 

1. 頭 蓋最大長 165 

8. 頭蓋最大幅 136 

17. パジオン・ブレグマ高 130 

8/1 頭蓋長幅示数 82.42 

17/1 頭葦長高示数 78.79 

17/8 頭蓋幅高示数 95.59 

23. 頭蓋水平周 486 

24. 横弧長 304 

25. 正中矢状弧長 352 

1 170 

1 149 

1 130 

87.65 

76.47 

1 87.25 

506 

317 

1 368 

15 178.07 

15 139.27 

7 128.28 

15 78.23 

7 71. 22 

7 92.48 

14 502.14 

11 309.09 

13 363.08 

18 178.11 

17 141.18 

13 128.31 

13 80.30 

13 72.92 

13 91.39 

18 515.44 

18 306.00 

10 362.90 

32 176.0 

32 138.1 

29 128.1 

30 78.5 

28 72.8 

29 92.8 

27 506.0 

31 305.1 

29 361.2 

2.顔面頭蓋

左側の鼻骨と左側の頬骨弓を欠失している以外はほぼ完全である。

眉上弓の隆起は著しく弱く，前頭部は豊かに膨隆している。また鼻骨の隆起は弱く，鼻根部

は広くて扇平である。

主要計測値は，中顔幅が 98棚，顔高は 96棚，上顔高は 61酬で，顔面の諸径は小さく，特

lと高径は著しく低い。頬骨弓幅は計測できないが，復元してその推定値を求めてみると， (134 

棚)となり，顔面の高径のわりには幅径は大きいようである。ウイルヒョーの顔示数および上

顔示数はそれぞれ 97.96，62.24で，両示数値とも小さく，低・広顔の傾向が強い。

眼寓幅は 42馴(右)， 41棚(左) ，眼寓高は 30棚(右)， 33棚(左)で，眼寓示数は

71.43 (右)， 80.49 (左)となり，右側は chamaekonch (低限寓)H=，左側はmesokonch

(中眼高)に属している。
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鼻幅は 29捌，鼻高は 47棚で，鼻示数は 61.70となり hyperchamaerrhin(過低鼻)、に属し

ている。

鼻根部の計測値は表 2に示すとおり，前眼寓間幅は18伽，前頭突起水平傾斜角は 102度で，

鼻根角は 143度，鼻根陥凹示数は 13.64となり，前頭突起水平傾斜角，鼻根角は大きく，鼻

根陥凹示数は小5く，鼻根部は比較的薦平である。

表 2 鼻担部計測値

前眼禽間幅

鼻眼繍弧長

Y，I恨轡曲示数

C，l.j守故小幅

liiMi突起上tul<省}

(.!i.l 

Ijijlifj突起水平傾斜角

グラベラ・ナジオン投影距離

ぬ般的

!¥I.IU陥I'q司、数

t胴 .11:0

18 

9 

10 

102 

2 

J 43 

J :l.64 

また側面角は，全側面角は 76度，鼻側面角は 76度，歯槽側面角は 77度で，弱い歯槽性突

顎の傾向が認められる。

次いで，脳頭蓋の場合と同様に，他資料との比較を行なってみると(表 3)，中顔幅は西北

九州弥生人，大友弥生人よりも大きく，宇宿弥生人，土井ケ浜弥生人と大差なし'0顔高はどの

比較群よりも小さく，上顔高は土井ケ浜弥生人よりも著しく小さく，宇宿弥生人，西北九州弥

生人，大友弥生人と大差ない。ウイヒョーの顔示数および上顔示数はどの比較資料よりも小さ

いが，その中でも土井ケ浜弥生人との差は著しく大きく，比較的宇宿弥生人，西北九州弥生人.

大友弥生人K近いが，本例は乙れよりも一層低・広顔の傾向が強い。

眼高幅は宇宿弥生人，大友弥生人よりわずかに小さく，西北九州弥生人，土井ケ浜弥生人と

大差なく，眼高高は西北九州弥生人より大きく，他の 3群の平均に一致する。従って眼示数は

字宿弥生人，西北九州弥生人，大友弥生人より大きし土井ケ浜弥生人より小さし、。

鼻幅はどの比較資料よりも大きく，鼻高は宇宿弥生人，土井ケ浜弥生人よりも小さく，西北

九州弥生人，大友弥生人と大差ない。本例の鼻示数は著しく大きく，どの比較群よりも大きく，

低鼻の傾向が著しい。

また歯槽側面角は字宿弥生人，土井ケ浜弥生人よりも大きく，歯槽性突顎は乙れらの人骨よ

りは弱し、。

書 3 頗面頭蓋計剥値{女性}
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3.下顎骨

下顎骨は完全である。径は小さく ，筋付着部の発達はあまり 良いものではない。筋突起はや

や大きく，下顎切痕は浅し 1。また角前切痕は認められない。

4.歯

上顎骨歯槽突起および下顎骨歯槽部には歯が釘植 していた。歯槽の状態と残存歯を歯式で表

わすと次のとおりである。

②⑧③ P I C 12中1 12 C⑧② ///  

P2 P1 C⑧⑧|⑧⑧⑧刊 ⑧ ⑧②

1/:不明 (破損)I 

10:歯槽開存 | 

10 :歯槽閉鎖 | 

佼耗度は Brocaの 3度で， I P1 ， J.l を除くすべての残存歯に踊蝕が認められる。また風

習的抜歯は跡は認められない。

(2) 四肢骨

1 )上肢骨

上 鎖 骨

右側は完全に残存 していたが，左側1]は肩峰端を欠いていた。長さはやや長 く，骨体の径はあ

まり大きいものではない。

2 .上腕骨

左右ともほぼ完全であ る。長さも骨体の大きさも中程度で，三角筋組面の発達は良くないが，

右側1]の大結節段の発達は好良である。ま た両側lζ滑車上孔が認められる。

計測値は，最大長が 271nrm(布) ， 268nrm (左)，骨体最小周は 57mm (右)， 53mm(左)， 

中央周は 63mm (右)， 59mm(左)で，長厚示数は2l.03 (右)， 19.78 (左)である。中

央最大径は 21mm (右)， 19mm(左)，中央最，]¥1歪は 16mm (右，左)で，骨体断面示数は

76.1 9 (右)， 84.21 (左)となり ，扇平性はあまり 4郎、ものではない。

次いで，他資料と比較 してみると(表 4) ，最大長は土井ケ浜弥生人よりも著 しく小さいが，

字宿弥生人よりも大きく ，大友弥生人の平均値と大差なし、。 骨体最小周は土井ケ浜弥生人より

わずかに小さいが，字宿弥生人よりも大きく ，大友弥生人と大差なく，中央周についても字宿

弥生人よりも大きし大友弥生人に近い。長厚示数は宇宿弥生人よりも大きく ，大友弥生人，

t井ケ浜弥生人に近いが，その中でも大友弥生人の平均値比きわめて近い。また中央最大径は

子宿弥生人よりも大きく ，大友弥生人，土井ケ浜弥生人と大差なく ，中央最小径は比較群と大

きな差はない。骨体断固示数は宇宿弥生人よりは小さいが，大友弥生人よりも大きく ，比較的
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土井ケ浜弥生人に近い。すなわち，本例は宇宿弥生人よりも長く，また骨体の諸径も大きく，

比較的大友弥生人に近い。

表 4 上腕骨計測値(女性，右) (胴)

塚
に
)
一
M

貝

U
下一

宿
和
一
松
一

字

E

(

一n

塚員

骨
1
人

第

号

縄

1

面 大友

弥生人

(松下)

n M 

土井ケ浜

弥生人

(財津)

n M 

1. 上腕骨最大長

2 上腕骨全長

5. 中央録大径

6. 中央最小径

7. 骨{本最小周

7(a) 中央周

6/5 骨体断面示数

7/1 長厚示数

271 

266 

21 

16 

57 

63 

76.19 

21.03 

263 5 270.20 

259 5 265.40 

18 25 21.68 

15 25 15.48 

50 20 57.65 

54 23 61.96 

83.33 25 71.53 

1 9.0 1 5 2 1.18 

18 285.3 

18 281.9 

28 20.6 

29 15.5 

30 59.1 

29 75.9 

17 20.4 

30 t嘉骨

左右ともほぼ完全である。長さはやや長く，骨体の諸径は中程度である。

4.尺骨

左右とも遠位端を欠いている以外はほぼ完全である。長さはやや長く，骨体はやや細いが，

骨間縁は中央部では良く発達している。

2 )下股骨

1 .寛骨

左右とも恥骨の一部と腸骨組面部を欠いている以外は良く残存していた。大坐骨切痕の角度

は大きく，恥骨下角も大きい。また恥骨結合面には弱い平行隆線が認められる。

2.大腿骨

左右とも内側頼の一部と大腿骨頭の一部を欠いている以外はほぼ完全に残存していた。長径

は短かく，骨体は細い。粗線の発達は著しく悪く，骨体は丸くなっており，その断面形は円lζ

近いが，骨体上部は肩平である。

計測値は，最大長が 372mm(右)， 377棚(左)，骨体中央周は 73棚(右，左)で，長厚

示数は 19.73(右)， 19.52 (左)と小さく，ややきゃしゃな傾向がうかがえる。骨体中央矢

状径は 23棚(右，左)，骨体中央横径は 23棚(右)， 22mm (左)で，骨体中央断面示数は

10 0.00 (右)， 104.55 (左)である。また上骨体断面示数は 75.00(右)， 77.78 (左)と

なり，骨体上部は扇平である。

次いで，他の資料と比較してみると(表 5)，最大長は西北九州弥生人，土井ケ浜弥生人よ

りも小さく，字宿弥生人と大差ない。中央周も西北九州弥生人，土井ケ浜弥生人よりも小さく，

字宿弥生人よりわずかに大きい。長厚示数は西北九州弥生人，土井ケ浜弥生人よりもわずかに
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小さく，宇宿弥生人と大差ない。骨体中央矢状径および横径はともに西北九州弥生人，土井ケ

浜弥生人よりも大きく，比較的宇宿弥生人に近い。骨体断面示数は宇宿弥生人よりは大きいが.

西北九州弥生人，土井ケ浜弥生人よりも小さい。上骨体断面示数は西北九州弥生人よりやや小

さいが宇宿弥生人よりも大きく，土井ケ浜弥生人と大差ない。すなわち，本例は比較群の中で

は宇宿弥生人に最も近いようである。

表 5 大腿骨計測値(女性，右) (胴)

塚
、
)
一
M

貝
シ
下
一

宿

μ一松一

宇

事

(τ

塚貝

骨
1
人

第

号
縄

1

面 州
¥
)
一
M

九
シ
下
一

北
日
一
松
一

西

軍

(τ

浜
¥
)
一
M

ケ
シ
津
一

井
陀
財
一

土

事

(τ

1. 最大長

2. 自然 位 全 長

6. 骨体中央矢状径

7. 骨体中央横径

8. 骨体中央周

9. 骨体上横径

10. 骨体上矢状径

8/2 長厚示数

6/7 骨体中央断面示数

10/9 上骨体断面示数

372 

370 

23 

23 

73 

28 

21 

19.73 

100.00 

75.0 。

370 

368 

22 

24 

71 

28 

20 

19.29 

91.67 

71.43 

5 386.80佳θ14 399.5 

4 378.25活:) 14 393.5 

3026.00 3325.6 

30 25.03 33 25.0 

28 80.32 33 79.6 

32 29.06 26 30.4 

32 22.75 31 22.8 

4 20.30(b:) 10 20.1 

30 104.05 33 1 02.8 

3 2 78.4 2 3 1 7 5.7 

3.腔骨

左右ともほぼ完全である。長さはやや短かく，骨体もやや細い。ヒラメ筋線の発達は著しく

悪いが，右側後面にはー稜が認められ，左側には鉛直線が認められる。中央断面型は右側がへ

リチカの町型，左側は H型である。

計測値は，最大長が 319棚(右)， 320棚(左)，最小周は 65醐(右，左)骨体周は 68

mm (右)， 70胴(左)で，長厚示数は 20.83(右，左)で，示数値はやや小さく，ややきゃ

しゃな傾向が認められる。中央最大径は 24棚(右)， 25棚(左)，中央横径は 19棚(右)，

18棚(左)で，中央断面示数は 79.17 (右)， 72.00 (左)となり，扇平性は認められない。

次いで，他資料と比較してみると(表 6)，最大長は西北九州弥生人，土井ケ浜弥生人より

も著しく小さく，宇宿弥生人よりもわずかに大きい。最小周および骨体周はともに西北九州弥

生人，土井ケ浜弥生人よりも小さく，字宿弥生人よりも大きい。長厚示数は西北九州弥生人よ

りも小さく，宇宿弥生人 土井ケ浜弥生人よりもわずかに大きい。中央最大径は西北九州弥生

人，土井ケ浜弥生人よりも小さく，宇宿弥生人と大差なく，中央横径は比較資料と大差ない。

中央断面示数は西北九州弥生人，土井ケ浜弥生人よりも大きく，宇宿弥生人と大差ない。すな

わち腔骨は長さが短かく，骨体も細く，また肩平性は認められないもので，比較的宇宿弥生人

に近い。
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表 6 座骨計測値(女性，右) (聞)

面縄第 1貝塚 字宿員塚 大 友 土井ケ浜

1号人骨 弥生人 弥生人 弥生人

n (松下M) n (松下)M t財津)

n M 

腔骨全長 312 1 309 2 311.50 10 327.5 

111. 腔脅最大長 319 316 3 323.00 10 332.9 

中央最大後 24 23 27 27.26 28 26.0 

8a.. 栄養孔位最大径 28 27 25 3 O. 5 6 26 30.1 

中央横径 19 18 29 19.48 28 19.0 

9払 栄餐孔位横径 20 20 25 21.12 27 21.5 

10. 骨 体 周 68 65 27 74.74 27 71.8 

10 ... 栄養孔位周 78 73 24 82.13 27 82.2 

10b. 最 周 65 61 23 68.17 28 67.3 

9/8 中央断面示数 79.17 78.26 27 71.79 24 71.5 

9.../8...栄養孔位断面示数 71.43 74.07 25 69.24 27 73.0 

10b/1 長厚示数 20.83 1 19.74 2 21.86 4 19.6 

4. R~~ 骨

左右とも排骨頭を欠損しているが，その他の部分は完全である。長さは短かく，骨体も細く

稜の発達も悪く，溝状形成も弱い。

3 )四肢骨比

橋骨，上腕骨，大腿骨，腔骨の最大長についてそれぞれの比を計算してみると表 7のとおり

である。これを他の資料と比較してみると(表 8)，榛骨と上腕骨との比および腔骨と大腿骨

との比は二塚山弥生人よりも大きく，その他の比は字宿弥生人，大友弥生人，宮の本弥生人と

大差ない。すなわち 二塚山弥生人の上腕骨は橋骨に比べるとやや長いが，本例の上腕骨は他

の資料と同じように短かいものである。

表7 四肢骨比

右 左

橋骨/上腕骨 78.23 77.61 

機骨/大腿骨 56.99 55.17 

上腕骨/大腿骨 72.85 71.09 

腔骨/大腿骨 85.75 84.88 

表8 四肢骨比(女性)
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一
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大
弥
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一
n

宮 の 本

弥生人

(松下)

n M 

二塚山

弥生人

(松下)

n M 

機 骨/上腕骨 78.23 

檎 骨/大腿骨 56.99 

上腕骨/大腿骨 72.85 

腔骨/大腿骨 85.75 

1 77.57 2 78. 1 4 1 8 0.84 1 74.60 

55. 14 1 56. 1 3 

71.08 2 70.64 

1 85. 41 2 83.20由一 1 78.09 

(3) 躯幹骨

椎骨，肋骨，仙骨が残存しており，椎骨lζは変形性脊椎症，模状椎など病的所見が認められ

fこ。
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乙の病理学的所見については別の機会に改めて報告したい。

(4) 推定身長値

大腿骨，腔骨，上腕骨，檎骨のそれぞれ最大長から Pearsonおよび藤井の式を用いて推定身

長値を算出してみると表 9のとおりである。

大腿骨から推定すれば， 145.20仰 (Rearson，右)， 146.17ω(Pearson，左)，144.37

侃(藤井，右)， 145.68 cm (藤井，左)となり，低身長である。

次いで，右大腿骨最大長から Pearsonの式を用いて算出した推定値について，他資料と比較

してみると(表10)，土井ケ浜弥生人はもとより西北九州弥生人，大友弥生人よりも小さく，

宇宿弥生人，宮の本弥生人の推定身長値にきわめて近く，低身長である。

表 9 推定身長値 (1IIIlI ) 

右 左

大腿骨 Pearson 145.20 146.17 
藤 井 144.37 145.68 

腔骨 Pearson 149.80 150.04 
藤井 148.05 148.63 

上腕骨 Pearson 146.11 145.28 
藤井 145.80 145.4 7 

格骨 Pearson 152.10 150.76 
藤井 149.29 148.70 

表 10 推定身長値(右大腿骨より，女性) (cm) 

面縄第 1貝塚 字宿貝塚

l号人骨 弥生人

(松下)

n M 

西北九州

弥生人

(内藤)

n M 

友
人
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一
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件
一
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一

大
切
(
一

n

本
人
内
一
M

の
生

γ
一

宮

弥

U
7

土井ケ浜

弥生人

(財津)

n M 

Pearson 145.20 

藤井 144.37

1 1 4 4. 8 1 8 1 4 7.9 1 5 1 48. 0 8活ヨ 1 145.78呂ヨ 16149.97 

1 143.92 5 147.96佐:) 1 145.22 <1i::) 1 

(5) 性別・年令

性別については，寛骨の大坐骨切痕の角度が大きく，また頭蓋の眉上弓の隆起も弱く，前頭

骨も豊かに膨隆している乙とから，女性と考えられ，年令は，歯の佼耗は強いが，縫合が内板に

おいても開離している乙とや恥骨結合面に平行隆線が認められる ζ とから，壮年と推定される。

総 括

鹿児島県大島郡伊仙町(徳之島)にある面縄第 1貝塚の第 1洞から 1体の弥生時代人骨が出土

した。徳之島から弥生時代人骨が出土したのは乙れが初めてであり，また保存状態もきわめて良好
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であり，今後薩南諸島の形質人類学的研究の貴垂な資料となるものと考えられるので，人類学的

観察および計測を行なった。その結果は次のように要約できる。

1. 性別 ・年令は，女性 ・壮年と推定される。

2 頭蓋最大長は 165mm，最大幅は 136mm，バジオン ・ブレグマ高は 130mmで，fI，員長長幅示数』

82.42 ，長高示数は 78.79，幅高示数は95.59となり，頭型としては， brach一， hyps i ， 

metriokran (短 ・高 ・中頭)に属していた。

3 眉上弓の隆起は弱く ，鼻線部は比較的広くて，扇平である。

4. 中顔幅は 98mm，顔高は 96mm，上顔高は 61mmで，ウイ ノレ ヒョ一顔示数および上顔示数はそ

れぞれ 97.96，62.24で，顔面頭蓋には強し 1低 ・広顔の傾向が認められる。

5 眼l笥については，右側は低眼寓lζ，左側は中眼富に属しており，また鼻示数は著 しく大きく ，

過広鼻lζ属している。

6. J凪省J的抜歯の痕跡は認められない。

7 上腕骨は短かく ，骨体はやや太いが，三角筋組面の発達は悪く，扇平性は弱い。

8. 大腿73・も長さは短かく ，骨体は細く ，粗線の発達も著しく悪いもので，ややきゃしゃである。

9 雌骨も短かく ，骨体も細く ， ヒラメ筋線の発達は著 しく 悪、く ，腔骨もややきゃしゃで，扇平

性も認められない。

10 右大腿骨最大長からの推定身長植は 145.20cm (P (-' a r判 Il)となり ，低身長である口

11. 以上の械に，本例は短頭で，低 ・広顔であり，四肢骨は一様に短かく，比較的きゃしゃなも

のであ った。乙れを周辺地域の弥生人と比較してみると，頑型，顔面の特徴，大腿骨および腔

骨については奄美大島の字宿弥生人に最も近似しているが，上腕骨は大友弥生人に最も近い。

すなわち，四肢什は全体的にきゃしゃではあるが，その程度は宇宿弥生人ほどではない。

南九州の弥生人については，金関 (1966)によって広田弥生人の形質の一部が明らかに さ

れている。金闘によれば、，広田弥生人の男性は短頭であるといい，松下によれば奄美大島の宇

宿弥生人友性 (1例)も過短頭である。また佐野 (1978)によれば，沖縄の木綿弥生人も児

女とも強い短頭型に属 しているという 。本例も短頭型を呈しており， ζ の短頭性は南西諸島の

弥生人の共通した特徴なのかもしれなし 1。しかし顔面の形態や凶肢廿の性状についてはまだ不

明な点が多く残されている。乙のような課題を解明するために，本地域での古人骨の収集と研究

を今後とも進めていきたい。

<欄筆するにあたり，本研究の機会を与えていただいた伊仙教育委員会，鹿児島県教育庁文化課，

ならびlζ人骨研究についてζ指導いただいた内藤芳篤教授へ感謝致します。>
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表 11 脳頭叢計測値 (mm) 表 12 顔面頭蓋計測値 (mm.度)

1 頭蓋最大長 165 40. 顔 長 100 

8. 頭蓋最大幅. 136 41. 側顔長 69 

17 パジオン・プレグマ高 130 42. 下顔長 109 

8/1 頭蓋長幅示数 82.42 43. 上顔幅 101 

17/1 頭蓋長高示数 78.79 45 頬骨弓幅

17/8 頭蓋幅高示数 95.59 46. 中顔幅 98 

9. 最小前頭幅 90 47 顔 高 96 

10. 最大前頭幅 114 48 上顔高 61 

5 頭 蓋 底 長 95 47/45顔示数(K)

11 両 耳 幅 116 48/45上顔示数(豆)

12 最大後頭幅 107 47/46顔示数(V) 97.96 

13. 乳突幅 97 48/46上顔示数(V) 62.24 

大後頭孔長 32 50. 前眼寓間幅 18 

16. 大後頭孔幅 28 44. 両限寓幅 97 

16/7 大後頭孔示数 87.50 50/44限寓開示数 18.56 

23 頭蓋水平周 486 51. 眼禽編(右) 42 

24 横弧長 304 (左) 41 

25. 正中矢状弧長 352 52. 限寓高(右) 30 

Vertex R邑d 119 (左) 33 

Nasion Rad 86 52/51 眼寓示数(右) 71.43 

Subsp， Rad 93 (左) 80.49 

Prosth. Rad 98 54. 鼻 。量 29 

55. 鼻 高 47 

54/55鼻示数 61.70 

57 鼻骨最小幅

表 13 下顎骨計測値 (mm.度) 57(1) 鼻骨最大幅

60. 上顎歯槽長

65. 下顎関節突起幅 123 61 上顎歯槽幅

65 (1). 下顎筋突起幅 98 61/60 上顎歯槽示数

66. 下 顎 角 幅 93 72. 全側面角 76 

68 下 顎 長 63 73 鼻側面角 76 

69 オトガイ高 22 74. 歯槽側面角 77 

69 (1). 下顎体高(右) 27 

(左)

69 (2). 下顎体高(右)

(左)

69 (3) 下顎体厚(右) 9 

(左) 8 表 14 鎖骨計測値 (棚)

70. 枝 高(右) 58 

(左) 58 右 左

70(3)， 下顎切痕高(右) 12 

(左) 13 1. 鎖骨最大長 135 

71. 枝 幅(右) 30 2 a. 骨体轡曲高 30 28 

(左) 28 2 (1)， 肩蜂端世壁崩高 27 

71 a， 最小枝幅(右) 29 4 中央垂直径 8 8 

(左) 29 5 中央矢状径 11 12 

71 (1). 下顎切痕幅〔右) 35 6. 中央周 33 34 

(左) 36 6/1 長厚示数 24.44 

79. 下顎枝角(右) 125 2民/1聖響曲示数 22.22 

(左) 130 4/5 鎖骨断面示数 72.73 66.67 

68/65 幅長示数 51. 22 
69 (2)/ 69 下顎高示数〔右)

(左)

71/70 下顎枝示数(右) 51.72 

(左) 48.28 

69 (3)/69 下顎体高厚示数(右) 33.33 
(1) (左)

下顎幅示数 75.61 

66/65 下署員切痕示数(右) 34.29 

70 (3)/ 71 (左) 36.11 

(1) 
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表 15 上腕骨計測値 (7I11TI) 表 16 構骨計測値 (7I11TI) 

右 左 右 左

上腕骨最大長 271 268 最大長 212 208 

2. 上腕骨全長 266 254 1 b. 平行長 209 205 

5. 中央最大径 21 19 2 機能長 197 197 

中央最小径 16 16 最小周 38 37 

骨体最小周 57 53 4. 骨体横径 16 15 

7 (a) 中央周 63 59 4 a. 骨体中央横径 15 14 

6/5 骨体断面示数 76.19 84.21 5. 骨体矢状径 10 10 

7/1 長厚示数 21.03 19 78 5 a. 骨体中央矢状径 10 10 

5 (5) 骨体中央周 42 39 

3/2 長厚示数 19.29 18.78 

5/4 骨体断面示数 62.50 66.67 

5 a/ 4a 中央断面示数 66.67 71.43 

表 17 尺骨計測値 (棚)

右 左

最大長 表 18 大腿骨計測値 (7I11TI) 

2. 機能長 205 

3. 最小周 右 左

11 尺骨矢状径 12 11 

12. 尺骨横径 16 15 最大長 372 377 

S 中央最小径 11 10 2. 自然位全長 370 374 

L. 中央最大荏 17 16 6. 骨体中央矢状径 23 23 

C. 中央周 46 44 7. 骨体中央横径 23 22 

3/2 長厚示 数 8 骨体中央周 73 73 

11/12 骨体断面示数 75.00 73.33 9. 骨体上横径 28 27 

S/L 中央断面示数 64.71 62.50 10 骨体上矢状径 21 21 

8/2 長厚示数 19.73 19.52 

6/7 骨体中央断面示数 100.00 104.55 

10/9 上骨体断面示数 75.00 77.78 

表 19 腔骨計測値 (7I11TI) 

右 左

表 20 勝骨計測値 (棚)

腔骨全長 312 312 

1 a. 腔骨最大長 319 320 右 左

1 b. 腔骨長 307 308 

2. 頼距長 294 295 最大長

8. 中央最大径 24 25 2. 中央最大径 13 12 

8 a. 栄養孔位最大径 28 30 3. 中央最小径 9 9 

9. 中央横径 19 18 4 中央周 37 35 

9a 栄養孔位横径 20 20 4 a. 最小周 33 32 

10. 骨体周 68 70 3/2 中央断面示数 69.23 75.00 

10 a. 栄養孔位周 78 79 4a/1 長厚示数

10 b. 最小周 65 65 

9/8 中央断面示数 79.17 72.00 

9 a/ 8a 栄養孔位断面示数 71.43 66.67 

10b/1 長厚示数 2083 20.83 
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面縄第 1貝塚 1号人骨(女性・壮年)
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第 4章 塚

1 ) 
第 2員塚は， 昭和 5年，小原一夫氏によ って発見され，昭和10年三宅宗悦氏の調査によると，第

2貝塚は，下面縄集落のほぼ中央を流れる面縄川によって開析された隆起珊瑚上K堆積する標高 6

mほどの砂丘状にあり ，乙の独立砂丘をとりま くように面縄川の支流が流れてい る。 ζ の流れK接

近する砂丘の東縁及び北部は急傾斜をなし， 崖状になると乙ろもある。 r貝塚は台地の東北部，集
2 ) 

落の密集する裏手，珊瑚擦の石垣に とり固ま れて小学校敷地に接する附近にある」 とあり ，昭和28
3) 4 ) 

年8月河口貞徳氏，昭和29年 8月三友国五郎， 国分直一氏，昭和31年 8月九学会調査の試掘の結果

からみる と， r第 2貝塚の範囲は，小学校の石垣K接し，南にある森山信義氏宅を区切る土手K囲
5 ) 

まれた， 南北25汎，東西約40机の区域が中心であった と推定される」 とあり ，第 2員塚の位置に若

干の相違がみられる。 ζ のζ とか ら，昭和10年発掘地は畑地と面縄川支流の改修工事により滅失 し

たものと思われる。今回の調査区は，昭和31年の九学会調査区の隣接地， 森山信義氏宅の東側畑地

で12汎x2汎の南北lζ長いトレンチを設定 し，北から 1， 2 ... ...6区と2mの区割りを行い，

貝2 第

調査の概要第 1節

その結果，A-2区，A -4区は，間層をはさんで嘉徳 E式土器と嘉徳 I式土器の包含層が確認

され，A -2区のV層(暗灰褐色砂層)からは住居跡と思われる遺構を検出した。 A-6区はガラ

ス片，セメント 塊等が出土 し，撹乱層であっ た。

1 )大山柏 ・小原一夫 「奄美群島徳之島貝塚出土遺物」史前学雑誌第 5巻第 5号

2)三宅宗悦 ・藤岡謙次郎 「徳之島出土の員塚土器lζ就いて」考古学第11巻第 5号

「南島先史時代」 鹿児島大学南方産業科学研究所報告第 l巻 2号

4 )三友国五郎 ・国分直一 「徳之島面縄貝塚調査報告一面縄第 2員塚と付近の員塚」古代学

2・

1 933 

4・6区の調査を行った。

194 0 

195 6 3 )河口貞徳

第 8

1 959 巻 2号

5 )九学会連合 『奄美その自然と文化』

南断面 (A -4区) 西断面

-1m 

南断面

黒色有機質砂層

淡茶褐色砂層

黒褐色砂層

白色砂層

暗灰褐色砂層

淡灰色砂層

(A -2区)

I

E

E

W

V
H
 

東断面

VII 

I 黒褐色有機質砂層

E 淡茶褐色砂層

E 白色砂層

W 黒褐色砂層

V 白色砂層

VI 暗灰褐色砂1百

四 黄褐色砂層

o 1机

l....L....J.よム」

第 2貝塚土層図
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第 2節層序

A-2区

第 I層 表土(黒色有機質砂層)20~ 30cm の厚さを有する耕作土である 。

第H層 淡茶褐色砂層で20~30仰の厚さである。

第E層 黒褐色砂層で嘉徳、E 式土器を包含し ， 厚さは1O~20cmで・ある 。

第W層 白色砂層で;40~60cmの厚さをもち南部へ傾斜 している 。

第V層 暗茶褐色砂層で30伺ほど掘り下げると珊瑚傑塊を敷いた集石遺構が検出された。嘉徳 I式

土器を包含している。

第VI層 淡灰色砂層である。嘉徳 I式土器が出土した。

A-4区もほとんどA-2区と同様である。 A-2区の H・皿層の聞に町層の白色砂層が入り乙

んでいる。基本的iとは一緒であるが，砂丘地における砂の移動による若干の違いがみられるだけで

ある。

第 3節遺構

第26図の遺構が A-2区，V層中lζ検出された。 嘉徳 I式土器を共伴する遺構であり ，V層(暗

茶褐色砂層)を羽(淡灰色砂層)Iζ掘り込み，礁が検出された。

砂地を約20~30cm掘り 込み， その周縁K壁の崩壊を防ぐためK大形の珊瑚礁塊を立て根石として

配列し， さらに根石聞に小さな礁を埋め補強 している。また遺構内部には拳大から小頭大の礁がぎ

〈匝

第 26図 A-2区住 居 跡
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っしり置かれている。礁の間lとは

嘉徳 I式土器が出土してい る。

以前発掘調査さ れた字宿員塚，

住吉員塚の住居跡に類似する。

遺構の確認調整が必要であった

が，調査期間の問題，また遺構の

全体把握及び周辺との遺構確認と

なると砂地の調査という ζ とも考

えあわせ広い面積での拡張が必要

であり，今回は確認の段階で埋め

戻 し，詳細は後日の調査をまちた

し、。



第 4節

第 2員塚の出土遺物は，自然員の出土はあったが，石器 ・貝製品はなく ，土器を分類選択して，

特徴的なものをとりあげ掲載し，個々の土器は表 3にまとめた。

2001"""'2010は，A-2区E層，A-4区N層出土の竹ベラ様な施文具を用い，沈線文様を描写した土

器である。 2001・2006は波状口縁である。嘉徳H式土器に分類されるものである。昭和31年度の九学会

の調査報告書での分類では，第二類沈線文土器と分類されるものであるが，編み目状が具象的に表

現されたものから形式化 したものであり，口唇部におl点のあるもの，口縁部近くに凸帯をめぐら し

口縁lと不規則な肥厚がみられ，面縄西洞式土器への移行形態とも

4初
、五邑

1息

たものは出土しなかった。2010は，

考えられる。

2011"""'2017は， 爪形文と沈線とを組み合せたもので， 嘉徳 I式土器である。九学会の分類では第三類

爪形文 ・突刺文土器と表現されているものである。2012は，山形隆起のあるもので，2014は口唇部に半

載竹管による爪形文が施乙され， 爪形による押し引きにへラ描きの沈刻線で囲ったものである。
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。 2019 5伺

2018は，幅5mmで、先端の平坦なへラで押し引きして施文 した ものである。ヘ ラの先端の細かな刻目

が回線文の中に筋状に印されている。2020も同様と思われる。2017は口縁部に連点文を施すが，下位に

へラ様施文具で，沈線文様を施した，嘉徳 I式から H式への移行期のものと思われる。

2021は淡赤褐色の石英砂を含む土器で竹管を押圧 して文様を構成している。2022は，口唇部lζ刺突し

である嘉徳H式土器であり ，2023は九学会で第四類(突刺沈線文土器)と分類されたもの。
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第 28図第 2貝塚出土土器(2)

河口貞徳「奄美における土器文化の編年Kついて」 鹿児島考古第 9号

九学会連合『奄美その 自然と文化J 1 9 5 9 

第 29図第 2員塚出土土器(3)
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表 3 第 2貝塚出土土器一覧表

挿図 出土地点 調 整 色 調 焼成 土 備考

2001 A -4-IV 外縦ハケナデ 褐色 ・赤褐色 良好 嘉徳H式 波状口縁

2002 A-4-IV 内縦ハケナデ 赤 褐 色 良好 雲母，石英を含む 嘉 徳H式 口 縁

2003 A-4-IV ナ ア 赤褐色 良好 雲母，石英を含む 嘉徳H式 口 縁

2004 A-4-IV ナ ア 暗 褐 色 良好 雲母，石英を含む 嘉徳E式 口 縁

2005 A-4-IV ナ ア 暗褐色 良好 雲母 ・石英を含む 嘉徳、H式 口 縁

2006 A-4-IV ナ ア H音褐 色 良好 雲母 ・石英を含む 嘉 徳、H式 波状口縁

2007 A-4-IV ナ ア 暗 褐 色 良好 雲母 ・石英を含む 嘉徳 E式 口縁

2008 A-4-IV ナ ア 淡赤褐色 良好 雲母 ・石英を含む 嘉 徳 H式 口 縁

2009 A-4-IV ナ ア 赤褐色 良好 嘉徳 H式 口 縁

2010 A-2-111 ナ ア 暗褐色 良好 雲母 ・石英を含む 嘉徳 H式 口縁

2011 A-4-VI ナ ア 暗 褐色 良好 嘉 徳 I 口 縁

2012 A-4-VI ナ ア 赤褐色 良好 嘉 徳、 I 口縁

2013 A-4-VI ナ ア 赤褐色 良好 嘉 徳 I 口縁

2014 A-4-VI ナ ア 赤褐色 良好 石英を含む 嘉 徳 I
口縁口唇
部爪形

2015 A-2-V ナ ア 赤 褐 色 良好 嘉 徳 I 口縁

2016 A-2-V ナ ア 赤褐色 良好 嘉徳 I 口縁

2017 A-2-V ハケナデ 赤褐色 良好 嘉 徳、I 口 縁

2018 A-2-V ナ ア 暗褐色 良好 石英 を 含む 嘉徳 I 口縁

2019 A-2-V ナ ア 良好 11 嘉 徳 I 口縁

2020 A-4-町 ナ ア 暗赤褐色 良好 雲母・石英・砂を含む 口縁

2021 A-4-IV ナ ア 淡赤褐色 良好 石英 ・砂を含む

2022 A-6-1 ナ ア 暗褐色 良好 金雲母・微砂を含む 口 縁

A-4-町 ナ ア 赤褐色 良好 微砂を含む 口縁
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第 5節小結
1) 2) 3) 4) 

第 2員塚は，昭和10年，昭和28・29・31年と発掘調査がなされ，多くの成果をだしたと乙ろであ

る。貝塚は兼久浦の東西に長い，面縄川によ って開析された隆起珊瑚礁上K堆積する標高 5机程の

砂丘状にあり， 今回は九学会の調査地域より約30m程東南部の森山氏宅畑地を調査 し貝塚の範囲を

確認するものであ った。

員塚の範囲は，以前の結果と今回の結果とをふま えて県道の北側で，面縄川の支流までとおもわ

れる。尚，昭和10年の調査においても， I貝塚は台地の東北部， 集落の密集する裏手，珊瑚礁の石
5) 

垣にとり固まれて小学校敷地に接する附近にある」と報告され現在の員塚の位置と一致する。

今回の調査においては，第皿層(黒褐色砂層) で嘉徳 E 式土器を包含 し，白色砂層の50~60cmの

問層をおいて第V層(暗茶褐色砂層)iζ嘉徳 I式土器が出土した。ま た嘉徳 I式を包含する第V層

中lζはサンコ。塊を敷いた住居跡と思われるものが検出された。今回は確認調査の意味より遺構検出

をみあわせ，広範囲に遺構検出の可能性を残 して後日の調査をまちたい。

土器については九学会の報告を合せて紹介 したい。

第一類無文土器(擦痕文土器) 口縁部が外反 し，口縁部上に小さな刻目を有 し擦痕文土器である

という ζ と，第 1層よりの出土という乙 とで兼久式土器と思われる。今回の調査での出土も全て表

層よりである。

第二類沈線文土器は，竹ベラ様な施文具を用い， 沈線文様を描写 した波状口縁の土器という乙と で

嘉徳E式土器K分類される。

第三類爪形文 ・東IJ突文土器 爪形文と沈線文を組み合せたもので嘉徳 I式土器である。山形隆起の

あるもので，口唇部lζ半載竹管による爪形文が施され，爪形による押し引きにへラ描きの沈刻線で

囲ったものもある。

第四類 (突刺沈線文土器〉 突刺文土器の文様を沈線的lζ施文するもので今回は第百層から 1点の

み出土である。

第2貝塚は，まだ残りがよく，遺構等貝塚の特徴をよく とらえていると思われる。今回は発掘面

積が少なく全体像をつかむには若干心ぼそいが，随時確認等が行われればと思う。

<参考文献>

1 )三宅宗悦 ・藤岡謙次郎 「徳之島出土の貝塚土器に就いて」考古学11-5 1940 

2 )河口貞徳「南島先史時代」鹿児島大学南方産業科学研究所報告第 1巻 2号 1956 

3 )三反国五郎 ・国分直一 「徳之島面縄貝塚調査報告一面縄第 2貝塚と付近の貝塚J古代学 8-2 

1959 

4 )九学会連合『奄美その自然と文化J 1959 

5) 1)と|司じ
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第 5章第 3 貝塚

第 1節調査の概要

第 3貝塚は，昭和29年 5月17日より 6月 1日までの15日聞に亘る奄美群島全域の先史遺跡につい

ての調査Kよって発見されたものである。 5月26日からの，面縄第 l・第 2貝塚の発掘調査の際，

河口貞徳氏によって発見され，地名をと って兼久貝塚と名称された。河口氏はその際試掘 し， 員層

を確認した。そ乙で出土 した特徴のみられる土器(器形は深鉢形平底で，口縁部は外反している。

底部には木葉の圧痕を呈す。文様は沈線文を主とし，粘土紐をはりつけた凸帯を頚部に施し，凸帯
1) 

上iζ刻目を施している。) を兼久式土器と仮称 し，現在面縄第 3員塚は兼久式土器の標式遺跡とし

て著名である。

第3貝塚は，面縄兼久浦の海岸より約 400mの隆起珊瑚礁の斜面に位置し， 第2貝塚のj煉方 230

m にあたる。 珊瑚礁崖と棚状台地からなっている。雑草 ・樹木が密林化して， 昼なお薄暗き地であ

る。以前調査された個所の確認がむずかしく ，台地全体を分布調査し，洞穴確認、と貝の散布状況を

調べた。その結果第30図のような洞穴と その下位の貝層からなる遺跡である乙とが判明した。洞

穴は東からJI闘に番号を与え，洞穴内の広さに応じて， 卜レンチを設定した。洞穴の下位に貝の散布

がみられ， 2mx2mの トレンチを設定して確認したと乙ろ，貝層の検出をみたので拡張し 2mx

8mの南北lζ長いトレンチを設定 し，北から 1， 2.一..4区と2mの区割りを行い， 1. 2・4区

の調査を行っ た。

その結果，洞穴内は遺物の出土は少かったが，兼久式土器の小片が散布 していた。また， 第 3洞

穴lζは人骨が散布していた。人骨は鑑定の結果がまだ得られていないが，兼久式土器の下層より の

出土である ζとから，員のd弘吉果を同時l乙後日発表の機会を得たい。 A トレンチの貝塚部の結果，

兼久式土器を包含する員層が，またその下部では面縄前庭式土器を主とし， 嘉徳I式，喜念式が出

土した。またチャー 卜石片も多 く 石器製作技術をも っていたのではと想定される。

また，第 3員塚の東南部 100mの洞穴部 f東部洞穴)でも，洞穴内，前庭部に卜レ ンチを設定 し，

確認調査を行ったが，調査中地主さんより前庭部を機械を使 って掘り起乙 し，洞穴内iζ埋土 したと

の ζ とであった。洞穴内も風葬跡であり，途中で調査を中止した。

第 2節層序

層序は各地区どとに土層模式柱状図で紹介 したい。

第 1洞穴

第 I層 暗茶褐色粘質土で石灰岩(有孔虫岩)の落石がある。

第H層黒褐色粘質土層

第田層 有孔虫の石灰岩層

第W層混有孔虫土層

第V層 砂岩基盤層(石灰岩)
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(A - 2区)

第 3洞穴

第 I層 暗茶褐色粘質土層(兼久式土器)

第E層 茶褐色有孔虫含土層(兼久式土器)

第皿層黒褐色粘質土J固

第W層 明茶褐色粘質土層(下層lζて人骨散布)

第V層 暗茶褐色粘質土層

第VI層 混有孔虫土層

第四層 砂岩基盤層(石灰岩)

A 卜レンチ

第 I層 表土(褐色有孔虫混土層) 1区ではみられず，南側で厚くなる。

第 E層 暗茶褐色粘質土層で， 厚さ は20~30仰で、ある。

第皿層 黒褐色土層であり 1区では貝を少量出土する。

等町層 暗褐色混貝土層であり，兼久式土器と貝製品が出土する。貝は主体とな

るものがなくタ カラ貝 巻貝多種多様の小型貝である。

第V層 茶褐色粘質土層

第日層 暗茶褐色粘質土層でやはり，北から南へ傾斜しているが， 2区，4区で

は員層の下部で確認をやめた為厚さは不明である。自然員の中に面縄前庭

式を主として包含している。

第 3節遺構

第 3員塚は，洞穴と貝塚からなる遺跡である。 第 3員塚の周辺は，隆起珊瑚礁を基盤とする地域

のせいか洞穴が非常に多い。 今回もまだまだ分布調査等を行えば洞穴の発見を行えたのであろうが，

短い期間と予算のため，前回の確認地の周辺iζ限った。

東部洞穴一一一応第3貝塚の中でとらえたが，周辺にはまだまだ洞穴が多い。 多く は風葬墓とな

っているため調査は不可能であった。洞穴は有孔虫 による石灰岩である ため，加工しやす く，テラ

ス部から奥まで長方形に広く加工を施されている。

第 l・第 3洞穴も同様の洞穴である。テ ラス部が狭く 多 くの人々が生活する Kは狭すぎる感があ

る.面縄湾を望む景観はすばらしいものである。

員塚は，約30~40仰の混貝土層になってお り， 南北 8 m，東西20mの約 160m 2の貝層の広がりが

予想される。貝の種類は， 85種であった。
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第 31図 第 3貝塚平面及び土層図

第 4節遺物

土器

第 3員塚は多くの地点の確認調査を行ったのであるが，土器の出土地は貝層部lζ集中した。そ ζ

で，第3貝塚出土の土器を分類 し，良好なもの，特徴的なものを掲載した。個々の土器は表 4にま

とめた。

300 1~30 1 5はA - 1 区出土の土器である。 30 0 1はV層 (茶褐色粘質土層)，他は全てW層(暗

茶褐色粘質土層)出土である。 3001~ 30 07 は， 口縁部と類部 ・胴部の堺lζ，一条の細し咳IJ目突

帯をめぐらし，口縁部は外反し，頭部はしまる形の蜜形土器である。突帯と突帯聞には箆による鋭

い刻目が施される。また突帯の下位にも鋭い沈線が施される。 3008・3009は突帯と突帯の聞

に沈線がなくな っている。 3010-3013は鋭い沈線のみ施された焼成の良質な薄手の土器である。

以上の特徴より面縄前庭式土器である。 3014は， A - 1区VI層より出土し， 口縁部から頚部にか

けて肥厚 し， 頚部から口縁にかけて鋭い沈線で篇目状にわく囲み し， 竹管lとより 爪形文様を施して

いる。焼成は良く 雲母 ・石英を含む。嘉徳 I式A土器である。 3015も，A -1区羽層より出土し

た土器で， 口縁部はやや外反し，頚部の直上lζ，*郎、隆帯を横位lと貼り付けめぐらし，その両側lと

刺突連点文を施している。嘉念 I式の特徴をもっている。唯一点の出土であり今後検討する必要が

ある。

30 1 6 ~ 303 1 は ， A-2区W層(暗褐色混貝土層)出土の土器である。 3016は口縁部が内45

する土器で口縁部iζへラによる鋭い沈線による文様が施されている。 3017は.外反する口縁をも

つもので，横位lζ一条の沈線と縦位の沈線がみられる。 3018は外反する口縁部で，口唇部にはおl

目を施し，類部jζ一条の貼り付け突帯を有し，突帯から口縁部にかけてへラ状の施文具で文様を施

している。また突帯には刻目を有する。 3019も同様であるが口唇部に刻目がみられない。3020

は， 逆 L字状 iζ 口縁部が肥厚した整形土器で ， 横位へ沈線が施されている 。 302 1~ 3030 は，

底部である。底部は平底が圧倒的で やや角がとれたもの (3022・3025)があるのみである。

木葉痕をもつものが大多数である。
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第 35図 A-4区出土土器

3031は，壷形土器である。 無文であり輸積の際のつぎ目が明僚な境目を形成している。

3032・3033はA-2区V層から出土したものである。 3032は広く外反する口縁部をもつも

ので刻目突帯の変わりに押圧による刺突で横位にめぐらし口縁部にかけて鋸歯状の文様を施してい

る。 3033は木葉痕を呈す底部で平底である。

3034 ~ 3036 はA - 4 区出土の土器で， 3036は刻目突帯を貼り付け口縁にかけて幾何学文様

を施す。 3037は採集品である。平底であるがややあげ底で，3038も表採品で脚台をなすもので

ある。

以上のように， A-2・4区混員土層から出土の土器は，すべて兼久式土器の範鴎に属するもの

である。胎土には，石英と細砂をわずかに含み，よく精選されたもので，調整八ケ目は貝殻の使用

が考えられる。文様は頚部lζ刻目突帯 ・連続刺突 ・沈線を組み合わしたもので，それぞれ単独に文

様をなしている。

石器

石器は，円礁を利用した磨石 ・石皿・ チャー卜剥片が出土した。

磨石 (3039 ~ 3042 ) は ， 敵打痕 ・ 研磨痕 ・ 凹のあるものなど多様性のあるものである。 3039

は，A-2区町層出土で片側面の縁辺部iζ敵打痕がみられ全体は研磨によりよく磨かれている@花

関岩である。 3040は，安山岩を用い，先端部lζ敵打痕がみられ，側面は長軸方向lと研磨され稜が

はっき りしている。中央部iζは敵打iζよる凹みがみられる。やはり A-2区町層出土である。 304]

。。



第 4表 第 3貝塚出土土器一覧表

挿図 出土区 吉司 整 色 調
焼成 土 備 f J 

番号 層位 (土器上部よりJI国iaoo外 面 |内 面

3001 A-1V ナ ア 黄褐色暗褐色 やや軟質 石英 砂粒を含む 面縄前庭式口，縁

3002 A-1 vl 11 // // // ノノ // 

3003 // // 11 11 11 // // 

3004 // // 赤褐色 良 好 // // 口縁

3005 11 〆/ 褐 色 やや軟質 // // // 

3006 // // 暗褐色 // // // // 

3007 // // 褐 色 // // // // 

3008 // // // // // // // 

3009 // // 黄 褐色暗褐色 // // // 

3010 // // 赤褐色 // // 11 

3011 // // 暗茶褐色 良 好 雲母 ・石英を含む // 

3012 // // // // // // 

3013 // // // /〆 石英 ・砂粒を含む // 

3014 // // 暗褐色 // 雲母 ・石英を含む 嘉徳、 I式 A

3015 // /〆 褐 色 やや軟質 // 喜念式

3016 A-2IV 外ーへラ磨き(縦)内ーナデ 赤褐色 良 好 石英 ・砂粒を含む 兼久式

3017 // ナ ア 暗茶褐色 〆〆 砂粒を含む // 口縁

3018 // // 暗褐色 11 細粒をわずかに含む // // 

3019 // へラナデ // // // // // 

3020 // ハケ目 褐色 // // // 〆〆

3021 // // // // // 底部

3022 // ナ ア // // 雲 母 ・石英 ・砂粒 // // 

3023 // 外 ーナデ，内 へラ ナデ // // 五回粒をわずかに含む // /ノ

3024 // // ノノ 石英 ・細粒を含む // // 

3025 // 内一ハケ目 // // // // // 

3026 // // // // // // 

3027 // ナ ア // // 雲母 ・石英 ・砂粒 // // 

3028 // // // 〆/ // // // 

3029 // // // // 長石を含む // // 

3030 // // // 11 石英 ・砂粒を含む 〆ノ // 

3031 // 〆ノ // // 〆/ // 

3032 A-2V 外ーナデ，内 ーハケ目 // // 長石を含む // 

3033 // 外ーハケ日後ナデ内ザサ目 // // 砂粒を含む 兼久底部

3034 A-4 IJ ナ ア 11 // // // // 

3035 A-4IV // // // 細粒をわずかに含む H 口縁

3036 // // // // 砂粒を含む // // 

3037 表採 〆〆 // // // H 底部

3038 表採 // // // // // // 

円

/
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口
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第 36図第 3貝塚出土石器(1) 
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o 5cm 

3043 

第 37図第 3貝塚出土石器 (2 ) 

は，約 2分の lの側縁部に敵打のみられるものである。 3042は先端部に敵打痕が， また 3040同

様，研磨痕がみられ中央部には凹みがみられる。やはり A-2区W層出土である。 重量は各々2045，

2080， 580， 490gである。 3043はA-4区町層より出土の砂岩製石皿である。

貝製品

面縄第 3員塚からは員層の中から実用品の員製品 f員匙，穿孔員，螺蓋製員斧)が出土した。特

徴的なものを選び出し図示した。

3044は貝匙である。イモ員の腹部を取り入れて匙状にしたもので 器面は滑らかで貝厚は平均

化し一部先端部を欠いているが完成品である。

3045 -3050は穿孔を有する員製品である。利用した員はメンガイ類(3046， 3047， 3049 ) 

キクザル (3048)，シラナミ(3050 )である。使用した員の種類lζ違いはあるが，全て殻頂近く

に lcm内外の組孔を有するもので，他に加工は認められない。各々長径 3.0伺， 14.6伺， 6.7伺
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3044 

3048 

o 5cm 

第 38図第 3貝塚出土貝製品

3047 

3050 

4.8 cm， 6.3 cm， 4.7 cm，短径 3.1cm， 4.3側， 5.0伺， 3. 3 cm， 5.4 cm， 7.2 cm，重さ 5.5g， 

9.5 g， 2 1.5 g， 7 g， 2 0 g， 2 4 gを測る。用途は現在， 装飾品から日常用具にいたるまで

検討されているが，穿孔のある所や殻長の部分の磨り減り等，やはり漁具 としての用途が考えられ

ないものだろうか。
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第 39図螺蓋製貝斧

螺蓋製貝斧

3051 ~3054は螺蓋製員斧である 。 夜光員の蓋を利用し， 葦の薄い縁部を数回の打撃によ っ て全周

縁の約 2分の 1K.付刃している。 3051・3052はA-1区VI層(暗茶褐色粘質土層)で出土し面縄前

庭式土器と共伴し， 3053・3054は， A-2区町層(暗褐色混員土層〉であ り，兼久式土器と共伴す

るものである o 3051・3052は表面にローリン グ作用をうけてい る。重量は各々 ， 152 g， 110 g， 

124 g， 169 9である。

<参考文献>

河口貞徳「奄美における土器文化の編年について」 鹿児島考古第 9号 1974 

九学会連合 『奄美その自然、と文化J 1959 
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第 5節小 土士
'‘ロ

1) 
面縄第 3員塚は小貝塚でほとんど掘 りつくされたとされていた。しかし発掘調査の結果，第 3員

塚は，約 160m 2の貝層の広がりが想定される貝塚である。

第3員塚は，洞穴と貝塚からなる遺跡である。第 3貝塚の周辺は，隆起珊瑚礁を基盤とする地の

せいか洞穴が非常に多い。周辺には今回調査以外にもまだ洞穴があり，面縄貝塚群は，その員塚と

名称だけでなくより多くの広範囲に広がる大遺跡群となるのではないだろうか。

洞穴内は風葬墓lζ利用したものが多く，調査は困難であったが，将来は風葬骨も調査対象として

面縄の歴史を調べなければならないのではないだろうか。

貝塚部は兼久式土器を包含する員層からなっている。口縁部が外反し，文様は沈線文を主とし，

粘土紐をはりつけた刻目突帯を施している木葉圧痕の底部を施す深鉢形土器であるという，兼久式

土器の標式遺跡であり，今回も多くの兼久式土器が員層の中から出土した。貝層は， 小型の小貝

(シャコ貝，タカラ貝， リュウキュウマスオガイ)で今でもすぐ取る乙との出来るものばかりであ
.2) 

る@乙れは前回調査 した，面縄第 1員塚と員層の成立がま ったく坦 つ。出土する土器は全く同じ も

のであるが，第 1貝塚は， ウニとヒバリガイを主として，チョウセンサザエヤコウ力。イが若干ある

位であった。第 3貝塚はウニとヒバリガイはほ とんどみられない。同時期，同海岸で乙れだけの差

があるという乙とは，晴好の問題であるのか。

また，兼久式土器を包含する層位では，石斧の出土がみられな く， 螺蓋製員斧，石lIU，磨石穿孔

員等の出土が多く貝輪等の装飾品も少くなる。

今回は兼久式土器出土層より下部K面縄前庭式土器が出土している。 V層では嘉徳 I式土器と共

伴しているが， VI層においては単独の出土である。ま た前庭式の中に，雲母の含まれるものと含ま

れないもの，胴部は焼成が良いが口縁部はやや軟質である。貼り付け突帯の位置と突帯聞の文様構

成等，まだまだ不明な乙とが多い。

ζのように第 3貝塚は，滅失した員塚ど乙ろでな く， 今からも調査の必要な遺跡であり，保存も

極めてよい。兼久式土器 ・面縄前庭式土器とも南西諸島の編年上欠く乙との出来ない土器であり，

今後詳細に検討を加えτいきたい。

参考文献

1 )九学会連合 『奄美その自然と文化 ~ 1959 

2 )牛ノ浜修，堂込秀人「面縄第 1・2員塚」 伊仙町埋蔵文化財発掘調査報告書 (1) 1983 
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第 6章第 4貝塚の 調査

第 1節調査の概要

第 4員塚は昭和29年 8月K国分直一氏が三友国五郎氏と 共IC，面縄第 2員塚を調査した折lζ発見

された伊仙町面縄兼久 661番地に所在する遺跡である。

昭和31年 8月K九学会(国分直一 ・河口貞徳 ・原口正三 ・野口義磨氏等)により調査が行なわれ，

その結果それまで字宿下層式と包括されていたものが面縄東洞式 ・面縄前庭式 ・面縄西洞式lと細分

された。

遺跡は隆起珊瑚礁の洞窟部とその前庭部とからなり，洞窟は東西 2ケ所K形成されている。近年

西側にある面縄川の支流の河川改修工事が行われ，その際前庭部に土砂を移し， 天地返しを行った

ため一部撹乱されていると予想された。

今回の調査は，以前の調査と同様西側洞窟部(以下回洞部と略する)と東側洞窟部(以下東y同部

と略する)と K分けて実施 した。両洞窟部は以前lζ調査されており， 表土のみの堆積であったため

その前庭部を中心K調査を実施した。

東洞部では 2ケ所の小洞窟からなっており，東側の小洞部の雨垂れラインにほぼ直交するように

基準線を設けた。耕作等との関係から耕作道(畦道)の部分と，大きくえぐられた部分との 2ケ所

にトレンチを設定し，前者を 8-3区，後者を 8-2区と呼称して調査を行った。その結果，粘質

の表土及び痘土の下から砂質層が 4枚(皿-VI層)確認され，貝殻条痕文を施す土器片・小形石斧

大)r~石斧 ・ 凹石 ・ 石皿・ 員器等の人工遺物の他多量の獣 ・ 魚骨が出土した。

西j同部では東洞部と同様雨垂れラインと直交するように基準線を設け，洞窟部と前庭部とにトレ

ンチを設定 し， A -0区，A-2・3区， A-6・7区と呼称して調査を行った。その結果，東洞

部とは土層及び出土遺物の内容が異なり ，粘質土層から面縄前庭式を中心とした土器片，石器等が

出土した。

今回の調査では，東洞部の砂層と西洞部の粘質土層にそれぞれ遺物を包含 してい るζ とが確認、で

き，西洞部で、造物を包含していなかった下位の砂層と東洞部の砂層との比較 ・検討するため，両洞

の中央部にトレンチを設定 して調査する必要があったが，日程等の不足のため断念 した。遺構は A

-0トレンチにおいて焼土を数枚確認 したのみであっ た。

第 2節 層序

1 東洞部の地層

s -2卜レンチ

8-2トレンチは削平された部分に設定 したもので，表土の下は風化珊瑚樵土であると考えられ

る黄褐色粘質土 (第H層)と珊瑚傑岩盤で，遺物は出土しなかった。

8 -3トレンチ

第 I層 表土で茶褐色粘質土である。一部覆土がみられる。
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第 40図 第 4貝塚地形図及卜レンチ配置図
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A-2・3トレンチ西壁断面図
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A-6 

A-6・7トレンチ西壁断面図

第 41図 第4貝塚土層図
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第 百 層 茶褐色砂層である。遺物を包含している。

第 皿 層 黄色砂層である。造物を包含している。

第 四 層 茶褐色砂層で軽石が多く混入している。遺物を包含している。

第 V 層 黄色砂層である。人工遺物は出土しなかったが，イノシシ骨を中心とする獣骨 ・

魚骨等の自然遺物が多量出土 したので包含層と して取り 扱った。

第 旧 層 茶褐色砂層である。遺物を包含 している。

第 四 層 茶褐色粘質土層である。 |盗起珊瑚礁の風化土と考え られる。

第 四 層 隆起珊瑚礁の岩盤である。 ζ の層は 8-3卜レンチにおける基盤層とした。

2 西洞部の地層

A-O卜レンチ

第 I層 表土である。暗茶褐色を呈し，遺物が採集された。

第 H 層 黒褐色土居である。微細な炭化物が混入している。

第 四 層 赤褐色土層である。ζの層は焼土と灰と考えられるものが互層をなしていたが，

薄く ， レンズ状で不連続である分層不可能であ った。

第 W 層 灰褐色土層である。

第 V 層 W層と同様の灰褐色土層であるが，上部に薄くレンズ状に焼土がみられたため分

層した。

第 旧 層 茶褐色粘質土層である。

第 四 層 茶褐色砂質土層である。上部に焼土と灰がレンズ状Kある。 (VlIa層〉

第 四 層 茶褐色粘質土層である。

第 1x層 赤褐色土層である。 レンズ状に薄く存在している。

第 X 層 茶褐色土層である。 珊瑚礁が混入している。

第 沼 層 赤褐色土層で焼土である。

第 溜 層 暗茶褐色土層である。獣骨片が出土した。

第 X困層 黄褐色砂質土層である。獣骨片が出土した。下部には焼土が レンズ状にある。

(第X凹 b層)

第 沼V層

第 xv層

第 泊在層

第 泊咽 層 茶褐色砂層土層

第 測H層暗灰褐色土層

第 沼X層茶褐色粘質土J曽

第 xx層 暗灰褐色土層

A-2・3トレンチ

第 I 層 表土及び覆土である。暗茶褐色を呈する。
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第 IIa J晋 黄褐色土層である。

第IIb屑 黄褐色砂利混士層である。

第II(' M'i 黄褐色仁層である。

第 H層は水成作用により形成(濫乱等により)されたものと考えられるもので，

若干の造物を包含するが，ローリングを受けている。

第 四 層 黒褐色粘質土層である。多量の遺物を包含している。

第 W 層 暗茶褐色粘質土層である。多量の遺物を包含している。

第 V 層 茶褐色粘質土層で、ある。若干の遺物を包含している。乙の卜レンチでは部分的に

存在している。

第 VI層 暗茶褐色粘質土層で，第W属と同質である。第VI層及び第W層の堆積中iζ第V層

が堆積したものと考えられ，第V層の下部の部分のみの呼称である。遺物を包含し

ている。

第 W 層 茶褐色粘質土層である。造物を包含している。

第 四 層 階茶褐色土層である 。 第政屑と第四層の漸移層で， 上部で中I~質，下部で砂質とな

る。遺物を包含していな い。

第 IX層 茶褐色砂層である。第X屑との漸移層で，下部は波状となる。

第 X 府 内色砂阿であ る。

第IX・XJ凶は造物を包含しない。

A-6・7卜レンチ

A-2・3トレンチの土層と同機に扱 ったが，傾斜しているためか多少の差異がみられた。

第 I層 表土で耕作土である。

第 1b屑 天地返しによる覆上である。

第 H札屑 灰茶褐色土層である。

第 IIb ~ 灰(茶)褐色砂利j吾である。

第II('屑 灰茶褐色土層である。

第 IId Ji'ri 灰(茶)褐色砂不'JJfi'iである。

第 m同 黄褐色粘質土層である。

第 IVn当 暗茶褐色粘質土!留で，造物を包含しているが小披片でロー リングを受けたものが

ほとんどである。 A-2・3卜レンチでの第田~咽層K対比できる。

第 V 層 茶褐色粘質七である 。 A-2・3卜レンチでの第WI層lζ対比できる。

第 四 層 白色砂層である。 A-2・3トレンチでの第IX・X層に対比できる。

A-Oトレンチと A-2・3卜レンチの層の対比は日程等により明確に しえなかったが. A 

-0トレンチの全届が A-2・3卜レンチでの第田~刊層K相当するのではないかと考えられ

るものである。
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凡例 -図化した人工遺物
.その他の人工遺物

1汎

第 43図 西洞部人工遺物出土状況及トレンチ西側部断面図
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第 3節東洞部の遺物

東洞部で・は， B -3卜レンチの第皿~旧層を中心K遺物が出土した。土器はVlI類に分類する乙と

ができた。石器では小形石斧 ・大形石斧 ・凹石 ・石皿があり，員器には表採lとよった螺貝製員斧，

有孔員があり，骨角製刺突具も一点検出した。自然遺物は，第V層から多量検出され，イノシシ骨

が中心である。員類は小形のものが少量，他lζ魚骨 ・ウニの練が出土している。

1 土 器

I類 I類の土器は器面にへラ状工具による短沈線を横位に刻むものである。地文に貝殻条痕を

施しているものもみられる。 4001は直線的花開く口縁部片である。外面には 3条の短沈線文を横

位K施し，下位には斜位の沈線を施し，その沈線K沿って短沈線文を施す。内面には貝殻条痕文を

施し，羽状の短沈線文を横位lζ3条施 している。口唇部にも連点文を刻む。 4002は若干内湾気味

の口縁部片である。外面に羽状の短沈線文を施し，口唇部lζは連点文を施す。内外面共なで仕上げ

である。 4003--4005は胴部片である。 4003は横位の凹点文を， 4004は斜位の凹点文を，

4005は弧状の沈線と斜位lζ短沈線文をそれぞれ施している。 4004の外面と 4005の内面Kは地

文に員殻条痕文を施しており， 4005の外面は一部なで消している。

H類 H類の土器は器面内外K員殻条痕文を施すもので，条痕文の差異 ・胎土から 種K細分で

きた。 4006--4018がIIa類で貝殻条痕文を器面内外K不規則lζ施すものである。 4006は口縁

部片で，ゆるやかに外反 しながら口縁部へ開き，屈曲して直口状に立ち上るもので，口唇部は平坦

となる。 4007--4018は胴部片である。若干肩が張るものである。 4017は丁寧な条痕文を施し

ている。 4006--4008は同一個体と考えられる。 4018は底部片である。尖底に近い形を呈する

ものと考えられる。外面は条痕が一部なで消されている。

4019--4033がIIb類で，II a類同様器面内外lζ貝殻条痕文を施すものであるが，f郎、胎土の

II a類とは異なり，微細砂粒を含む胎土のちがいにより細分したものである。 4019は口縁部片で

ある。直口状の器形で口唇部は舌伏にすぼまる。 4020--4033は胴部片で， 4025は底部に近い

部分のもので，底部は尖底状となると考えられる。全て同一個体と考えられる。

4034 --4039がlJC頬で，員殻条痕を施したあと沈線文や数条の条痕を施すものである。4034

は外反する口縁部片である。横位の条痕を地文と し，斜位の沈線を浅く 2条施す。 4305，4306 

は胴部片で， 2 --3条の条痕を施すもので， 4036では地文が一部なで消されている。 4037は弧

状の条痕を， 4038は縦位の沈線を，4039は斜位の沈線を交錯させている。 4034の器厚は薄い

が，他は厚く 4037は 1仰を超える。 4040--4050は貝殻条痕文を施した後花器面の一部又は全

面をなで消したものである。 4040が口縁部片で他は胴部片である。

皿類 E類の土器はキャリッパー状の器形を呈 し， 貼り付け突帯に刻みを付すものである。4051

がキャリッパー状を呈する口縁部片で，口縁部iζ波状の突帯を 2条，顎部近くに横位の突帯を貼り

付け，芸IJみを付している。 4052が頚部， 4053 --4057が胴部の破片である。

W類 W類の土器は 4058の一点で，斜位の縄文を施しているものである。胎土はE類と同様の

もので，器壁も同様薄いものである。

F
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司
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V類 V類は外反する口縁部lと刻み突帯と沈線を施すものである。 4060は復元口径15.8cmのも

ので，外反する口縁部の口縁端と頚部に突帯を横位lと2条，縦位にも貼り付け，刻みを付している。

突帯聞には複合鋸歯文を施し，頚部以下にもさらに施している。 4061は縦位lと沈線をやや不規則

に施している。 4062は斜位の貝殻条痕文を地文とし，縦位の沈線文帯を施しているもので器壁は

0.4仰と薄い。

VI類 U類は押し引き文を施すものである。 4063，4064は口縁部片で口唇部を欠くが，平行

の押しヲ!き沈線文を横位lと施している。 4‘064の口縁部文様帯の下位にわずかな段を有する。

w類 w類は沈線文を施すその他の土器片である。 4065は口縁部片で横位の沈線を 4条，口唇

部には連点文を施しているo 4066は頚部片と考えられるもので， 2条の横位の沈線文を上下に施

し，その聞に斜位の沈線を施すものである。 4067は沈線文を斜位に 2条施すものであるo 内面に

は貝殻条痕文を施している。

底部 4068は平底の底部片である。縦位の条痕が数条施されているが，他はなで消されたもの

と考えられる。

第 5表東洞部出土土器一覧表

No 類 区 層 H台 土 焼成 色 調 No 類 区 層 胎 土 焼成 色 調

4001 E -1 B-3 W 砂粒サンコ弘、 脆弱 暗茶褐色 4020 E-IIb B-3 E 微細少 良 茶褐色

4002 11 11 撹乱 細砂 11 良 暗茶褐色 4021 11 ，九Y E 11 11 11 

4003 11 11 VI 砂粒 11 脆弱 茶褐色 4022 11 11 E下 11 小磯
11 

11 

脆弱

4004 11 11 W /1 11 小磯 11 11 4023 11 11 11 11 11 11 11 

4005 11 B-2 I // 11 
11 良 茶褐色 4024 11 11 E 11 11 11 

4006 E-IIa B-3 W 1/ 11 雲小母傑 暗茶褐色 4025 11 11 E 11 11 
日えん近〈

11 11 

脆弱

4007 11 11 血 " 11 

11 
11 11 4026 11 11 E 11 11 11 

11 

4008 11 11 W /1 11 
11 

11 11 4027 11 11 E 11 11 11 
11 

4009 11 11 H /1 11 
11 

11 黒 4028 11 11 E 11 11 11 
11 

4010 〆 11 11 /1 /1 
11 

脆弱 外内・茶暗褐色 4029 ε， 11 E 11 赤茶褐色11 茶褐色

4011 11 11 11 
11 

11 外内:黒茶褐色 4030 11 11 I可 11 t炎茶褐色11 褐色

4012 11 11 11 " 11 
11 

良 11 4031 E-II b B-3 W 細砂サンゴ砂 良 茶褐色11 

4013 11 〆r 11 /1 11 
11 

11 黒褐色 4032 11 11 E 11 11 良 外内・灰茶掲色
11 茶褐色

4014 11 11 11 
"〆 11

11 
11 外内黒茶褐銅色色 4033 11 11 E 11 

11 

良11 小熊

4015 11 11 1 b 11 
11 

11 茶褐色 4034 E-II c 11 W 砂粒 サン雲ゴ母砂 脆弱 暗茶掲色11 

4016 11 11 W 11 
11 

脆弱 暗茶淘色 4035 11 11 W 11 
11 

良 11 
11 11 

4017 11 B-2 I 11 
11 

良 外内日茶音茶福色縞色 4036 11 11 W 11 
11 

11 
外内:暗茶褐褐色

11 11 :黒色

4018 11 B -3 E下 11 外内:茶掲色色 4037 11 11 W 
11 

11 外内-黒暗褐色11 

:灰褐
11 

11 茶褐色

4019 E-IIb 11 E 細微砂 ( )良 茶掲色 4038 11 11 W 11 
M 

11 暗茶褐色
〆'l
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(凶i話思桜)粥刊判週以前眠士紘図写紙



第 49図 第 4貝塚出土土器(東洞部-6) 



Na 類 区 層 胎 土 焼成 色 調 No 類 区 層 日台 土 焼成 色 調

4039 E-IIぞ 日-3 I可 砂粉，サンコ，雲母 脆弱 外内:黒日音初茶色掬色 4054 日一皿 B-3 W 細砂 良 黒銅色

4040 E-lId M W /1 11 " " 主長補色 4055 M " M " " " 

4041 " " W 11 11 小磯 良 外l付・暗茶嗣茶色樹色 4056 " " " " " M 

4042 広，
" H 1/ 1/ 雲母 " 暗茶銅色 4057 " " " " " " 

4043 " M E /1 11 " " " 4058 E-IV " 可1 " " " 

4044 " " 日 /1 11 " 脆弱 " 4059 E-Y " I 砂粒，サンゴ，小磯 良 H

4045 " " H tI 1/ 良 " 4060 " M E " " ウンモ " 茶禍色

4046 M " 撹乱 細砂，サンゴ，雲母 " " 4061 E-Y 日-3 W 砂粒，サンコ 良 灰制色

4047 " " H 砂粒，サンゴ.ウンモ M 外l付黒茶初栂色色 4062 " H下 " " " 茶褐色

4048 " " 撹乱 " " " " " 4063 日-VI " " ウンモ " 銅色

4049 " " " " " 良 外内灰茶補補色色 4064 " " " " 外内茶灰初茶色褐色

4050 " " W " " " 4065 日-Vll 日-3 II .IV " " " 茶倒色

4051 E-ill " W 細砂 " 暗灰(茶)銅色 4066 " A -洞 " " " 黒樹色

4052 " " " " " M~倒色 4067 " 白-3 W " " 暗茶銅色

4053 " " " " " " 4068 底部 A-~司 " " " 

2 石器

石器は石斧・凹石・石皿が出土，採集された。 4069は扇平な小形の磨製石斧である。刃部は弧

状となり，研磨は刃部のみで，胴・頭部は研磨が徹底せず，調整剥離面を残している。

。{-3
4069 

内
陸Jj

t 

i 

t 、、、、

第 50図第4員塚出土石器(東洞部一 1) 
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第 51図 第 4貝塚出土石器 (東洞部一 2) 

4070は大形の磨製石斧である。使用による破損か不明であるが節理にそって破損している。全体

が研磨され，佃IJ辺部も面取りされている。胴部には一部研磨が徹底していない部分もある。4069・

4070共K緑泥岩質の石材を用いている。 4071は花岡岩製の山石である。個IJ辺部には敵打痕が

みられる。 4071は火山岩質の石材を利用した石皿の破片である。裏面には凹みが見られ，破損後

凹石として再利用されたものであろう。西側小洞窟での表採資料で-ある。 4073は砂岩製の石皿lで

ある。

- 104 -
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3 貝製品

貝製品は螺蓋製貝斧・有

孔貝，貝匙が出土，採集さ

れた。

螺貝製員斧 4074 --

4079が螺貝製貝斧で西側

小洞窟部での表採資料であ

る。夜光貝の蓋の薄い縁部

に刃部がみられるo

有孔貝 4080はスイジ

ガイの腹部に径 1仰の穴を

1個穿孔している。又殻頂

部の管状赫には研磨痕を残

している。 4081はリュウ

キュウサルボウガイの殻頂

-j 

に近い部分に1.5x1.7cmの四角形に穿孔している。 4082はメンガイ類の殻頂部に径1.0ω，背

面に径 0.2仰の 2個穿孔している。縁辺部は使用のためか研磨によるものか不明であるがなめらか

である。 4083は夜光良の真珠層を利用した貝匙の破片である。外面には研磨痕がみられる。

4 骨製品

4084は，骨製の刺突具である。骨針としての名称が適当かと考えられるが破片のため断定しえ

ない。側面部は研磨痕がみられる。材質は不明である。

第 6表 東洞部出土石器・貝製品・骨製品一覧表

No 器 種 区 層 たて叩 よ乙m 障さm 重蛍9 No 器 種 区 層 たてm よ乙叩 惇さm 重量 F

4069 石 斧日 一 3 W 4.3 2.4 0.6 7.7 4077 螺貝 高i製斧 A if司 採集 5.9 7.2 2.1 125.0 

4070 M " E 17.1 8.5 3.2 604.2 4078 " " " 5.6 7.3 2.0 102.5 

4071 凹 石 " W 15.0 10.8 5.2 1，470 4079 " " " 5.0 6.2 1.8 

4072 イilill+1川右 採 I 14.4 15.5 6.9 1，875 4080 民製容器 日-3 VI 16.3 11.3 230.4 

4073 石 血日一 3 W 21.5 24.4 9.6 6，600 4081 有孔民 B-3 H 5.2 8.0 2.9 83.3 

4074 奴u輩製斧 A if司 採 7.3 8.2 2.3 184.5 4082 " " W 5.5 5.1 2.8 30.5 

4075 " 乏，
" 6.9 8.1 2.1 152.2 4083 H 匙 採 4.9 4.6 0.2 9.9 

4076 " " " 6.6 7.6 2.5 144.8 4084 11" ~坦tEqt1 utコロ B -3 VI 3.9 0.6 0.4 1.0 
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第 4節西洞部の遺物

西洞部では A-2・3トレ ンチの第皿.lV・ VI.VII層を中心lζ多くの遺物が出土 した。土器は氾

類lζ分類でき た。石器では石斧 ・凹石 ・蔽石 ・石皿が出土 し， 員製品では螺貝製員斧 ・貝匙が出土

採集さ れた。自然遺物ではイノシシ骨を中心lζカメ ・クジラ と考えられるものも出土 したが，粘伊

ー層のため風化が進みもろいものが多かった。又火を受けて黒化しているものも出土 した。

1 土器

I類 4085 -4086が I類土器である。 4085は胴部片で，短沈線文を施すものである。右側

は方向が異なったいわゆる羽状文となっており ，左側部は短沈文を連続して施している。 4086は

凹点文状lζ施すものであるが， IJ:!:I点lζ条がみられ貝殻Jl友縁を利用して亥IJしたと考えられるものであ

る。

H類 H類の土器は員殻条痕文を施すものである。 4088-4090は口縁部片 4087-4089が胴

部片である 。 408 7 は外面と内面とで条痕の隔に差がある。 4088 も同様である 。 4089 は 3 ~ 4

条の条痕を波状に施している。 4090は幅広の突帯を付し，貝殻腹縁による京IJ突文を施す。口唇部

部にも連点文を施しており，波状を呈する。

皿類 皿類は西洞部において出土量の一番多いものである。亥IJみを付した突帯と鋸歯状の沈線文

を口縁部から顎部に施し，胴部lζ縦位の沈線文帯を間隔をおいて施すものである。器形は口縁部が

外反 し， 顎部でい ったん しまり，肩がI1彰る形を呈し，底部は乳房状の尖底となるものである。口縁

部の突帯の付される位置等からさらに 3種に細分できる。

皿a類 4091が皿a類で，波状口縁をな し， 芸IJみを付 した突，需をもつのみで沈線文は胞されて

いない。復元日縁径 15. 0 cmを測る。

illb類 4092 ~ 4 1 03 が皿 a 類である。口縁端に刻み突帯を付すものである。 4097 ・ 4 1 03

は肩のあまり は らないものである。 4092 ~ 4094 ・ 4 1 00 ~ 4 1 0 1 ・ 4 1 03 は変IJみ突端悶の沈線

文が複合鋸歯状となるもので他は縦位のものである。又4099の刻み突帯は縦位にも付されている。

4102以外の突;需には密lζ施 している。 4092の復元口縁径10.0仰 4093の復元口縁径は 8.8cm 

である。

皿c類 4 1 04 ~ 4 1] 2 が 皿 c 類である。口縁の刻み突借は口縁端よりやや下が っ た位置に付さ

れているものである。 4104は復JC口縁径17.lcmあり，やや広めの刻み突帯を 2本付 し， 突帯聞に

複合鋸歯文，突帯下位lζは縦{立の沈線帯を間隔をおいて施 している。口縁部は外反するのがほとん

どであるが， 410 8はやや直口気味，4110はやや内傾気味， 4111はやや外傾気味花開くもので

ある。

4 11 3 ~ 4208 は 皿札~皿 c 類のいずれかに属する顎部から胴部にかけての破片である 。 4113

~ 4 1 30 が芸IJみ突帯を付し た領部から胴部の破片である 。 4 11 3 は刻み突帯が縦位~[ 2本，4120 

は横位lζ2本あり文様帯を 3段もつ。 4129は三角形の突出部を有する。 4131~ 4 ] 42 は沈線が

太く ，間隔が広い。 4 1 54 ~ 4 1 94 は沈線が細 し 1 もので， 4 1 43 ~ 4 1 53 は両者の中間程度でシャ

ープである 。 4 1 95 ~ 420 1 は沈線が複合的に交錯 し たもの， 4202 ~ 4208はより底部に近いも

のである。
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lと施すものであ るo 4230 --4232は短沈線を若干複雑に施すものである。 4233は4227--4229 

と同様の構図であるが沈線が太 く，やや長いものである。

4234 --4252は，底部片である。乙れらは乳房状尖底と丸底に近い尖底とがあ り，前者は皿類

lと属するものであ る。他は皿類ないしはW類K属するものと考えられるものである。

~ω~OAO ~よオ44

v 4250 

第 59図第 4貝塚出土土器 (西洞部-6) 

V類 V類は器面lζ押し引き文を編龍のモチーフ状lζ施すものである。 4253--4269が口縁部

である。口唇部がかまぼζ状をなすもの (4254--4256)と平担になるものがある。 4265は山

形lζ隆起する。 4253--4264が 「流水文」様le，4265が羽状le， 4266・4267は複雑なモチ

ーフである。 器厚は 1cm前後であるが 4263は他に比べやや薄いものである。

目類 4270--4274は口縁部の断面が三角形を呈 し， V類と同織の押し引き文を施すものであ

る。 4273は口縁がやや肥厚しているもの， 4274はやや広い文様帯をもっo 4270 --4271はや

や小形のもので， 4271は内面Kも押し引 き文を施 している。

vn類 W類は外反する口縁部を肥厚させ ， 内面ではやや凹みをもち浅い il~線状となる 。 42751ζ

は押し引き文を編縫のモチーフで 4276は短沈線ないしは連点文を羽状lζ施し，下位lζ沈線を施

している。 4277・4278は沈線を施すものである。

咽類 咽頬は若干肥厚した口縁部lζ短沈線 (4279)，連点文 (4280・4281)を施すもので

-113-





ある。 4281の外面には貝殻条痕文を施している。 4272は4ケ所の山形隆起をもっと思われる破

片で，口唇部と外面lと横位の連点文を施している。

政類 IXa類 (4283-4288)とIXb類 (4289，._4291)とに細分できる。 4283が若干外

反し. 4284-4288は直口気味の口縁部片である。押し引きによる回線文を編寵状のモチーフで

施すのはV類と類似しているが，押し引き文聞に沈線を施すものであるo 4283 -4286が羽状に，

4287・4288が平行状となっている。 4289・4290は沈線による複合鋸歯文を施す胴部片で=あ

る。

X類 Xa類 (4292-4294)とXb類 (4295-;.， 4298)とに細分できる。 4292-4294 

は口唇部を欠く口縁部片であるo 文様は回線lとより編寵状のモチーフを施す。 4295-4298は沈

線文を施すもので，縦位の 2-3条の沈線の両側へ羽状文を施している胴部片である。

刃類 E類はその他の土器であるo 4299は内傾する口縁部片である。口縁部近くは粘土を加え

て肥厚させ，押し引きによる凹線文を施している。口唇部には押し引き文による凹線文と連点文を

施している。頚部以下は斜位の沈線を施す。 4300は直口の口縁部片で，口唇部lと沈線を施し，口

縁上位に 2条の押し引きによる回線文を施し，その下位に 4条の羽状文を施している。 4301は若

干内傾する口縁部片で肥厚部である。口唇部と肥厚部に横位の沈線を施している。 4302は口縁部

近くの破片で，肥厚部K沈線を施している。 4303は内湾しながら外花開く口縁部片で，口唇部と

口縁部近くに四角形の連点文を施し，その下位に右傾の沈線を施している。 4304は内傾するロ縁

部片である。肥厚するととにより口唇部は水平となり， ζ 乙lと短沈線による羽状文を施し，口縁部

lと羽状の沈線を施しているo 4305も同様である。 4306は口縁部を肥厚させ，内傾する口縁部片

である。 4307は若干内傾気味の口縁部片で，口唇部は水平となる。 4308は口縁部片で，縦位の

肥厚帯に竹管文を施すものである。4309-4311は底部片である。 4309は復元径 6.0仰の若干

あげ底気味の平底 4310が復元径 5.6仰の平底で、ある。 4312は玉縁状に肥厚する内傾気味の口

縁部片である。 4313は木葉痕を底部に付す平底の破片で，復元径は 6.2仰で、ある。

第 7表西澗部出土土器一覧表

No 類 区 層 土 焼成 色調 No 類 区 屑 胎 土 焼成 色調

4085 w-1 A -3 VII 品粉.サンコ((i'T.IJ様 良 淡4長持4色 4095 w-mb A -3 VII 附砂.サンコ'1iy やや懇 ぷ絢色

4086 " A-2 VI下 " 11 " 外l付:H茶市制茶制色色 4096 " /1.-3 W 砂粒 " 'J，; I'~ 良 " 
トー一

4087 w-]] A-7 皿 " JI ユ・n " 茶)I，J色 4097 " 九-7 E 11 11 
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4091 W-illa '¥-2 VII下 11 11 " IJ陀弱 J事例色 4101 " 屯-2 E 11 11 " " " 

4092 W-illb A-3 IVf 細砂 " "， 11 淡占宅制色 4102 " ¥ -2 Eド 11 'J εII " " 

4093 " A-2 IV. ill 砂t，). " 良 日百J事例色 4103 " 九一 2 VI 11 11 " 県陣d色
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No 類 区 層 自ム口 土 焼成 色 制 No 煩 区 層 目台 土 焼成 色 調

4105 W-ffi" A-3 E下 制砂，サンコ秒.雲母 良 黒倒色 4 139 W-ffi A-2 E 細砂，サンコ1沙，雲母 良 黒縄色

4106 " " W " M " " " 4140 " A-2 " " " " " 暗茶褐色

4107 " " 1V M " " 茶例色 4141 " " " " " " " 茶伺色

4108 " A-2 " " " 芸母 " " 4142 " " E下 H " " " 灰褐色

4109 " " " " " " " 4143 " " W " 11 " " 暗茶舗色

4110 " " M 

" " " " 4144 " " N " " " " 茶舗色

4111 " " E " " やや恕 " 4 145 " A-3 W " " " " 外内.黒褐褐色
.灰色

4112 " " W " 1/ ~母 良 資制色 4146 " " " " " " " " 

4113 ¥V-lll " " " " " " j議制色 4147 " A-3 vn下 " " " " 外内 : 黒茶褐銅色色

4114 " " " M " " 茶嗣色 4148 " " " " " " " 灰茶掲色

4115 " " " " /1 ~母 " " 4149 " " M " " " " 黒掲色

4116 " A-7 E " " " " " 4150 " " vn " " " " 茶褐色

4117 " A-2 W " " M 

" " 4151 " t系 " " " " 外内 黒暗茶燭色燭色

41 18 " " " " " " " " 4152 " A-2 H " " (1 " 茶褐色

4119 " " E下 " " " 県倒色 4153 " " W上 H " " " 暗茶溺色

4120 " A-3 H " 三雲母 " 淡茶紘i色 4154 " 採 " " " " 茶褐色

4121 " A-2 m " " " " 茶制色 4 155 " .'¥-2 vn " " " " 外内 黒茶掲褐色色

4122 " " " " " やや惑 " 
一部暗茶倒色

4156 
" 採 " " " 外内 日淡音茶茶燭栂色色

4123 " " VI " "芸母 良 茶尚色 4157 " 
A-3 H " " 雲母 " 茶褐色

4124 " " vn " " " !県側色 4158 " " E " " " " 資淘色

4125 " " IV下 H 11 ~fま " 茶銅色 4159 
" 

A-2 皿 " " " " 黒初色

4126 " 
.1¥-3 I河 " " " " " 4 160 " .1¥-7 皿 " " " " 外内 . 黒茶栂掲色色

4127 
" " vn " " " " " 4161 

" 
.1¥-2 " " " " " 茶綱色

4128 " " IV f I " " " " " 4162 " 
'¥-2 " " " " " " 

4129 " A -2 vn " " " " 4163 " A-3 M " " " " " 

4130 " " 皿 " " :tH " " 4164 " '¥-2 " " " " " " 

4131 " " W " " " " J.I.{件、!色 4165 " .1¥-2 " " " " " " 

4132 " A-3 IV r 1" " " " ~w0. 4166 " .1¥-3 " " " " " " 

4133 " " W " M " " 外|jt • J15 紘!色色
:!.uw 4167 " .1¥-2 " " " " M " 

4134 " " " " " " M ~制色 4168 " '¥-2 " " " M M w紘i色

4135 " ，¥ -.3 皿 " " " 内外 1J113l 件制、li色2 4169 " ，¥ - 2 " " " " " *制色

4136 " A-2 " " 11 '1~ '手 " J長持d色 4170 " A-3 W " " " " " 

4137 " 1¥-3 " " " " " " 4 171 " A -2 皿ド η " " " " 
一一一 ト一一一 一一一一 ト一一一一

4138 " A-6 " " M " " " 4 172 " A -2 lV " " " " ~i'lW色
L -
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No 類 区 層 Hム口 士 焼成 色 謝 No 芸員 区 制 H台 J上 ~yt成 色 調

4173 W-ill A-2 W キ111砂・サンコ1沙".HL手 良 n~制色 4207 w-皿 A -2 W *llIftT・サンコ1沙・:ょ;付 民 !黒樹色

4174 1/ 1/ " 1/ 11 " " " 4208 " A-3 vn下 H 11 " 1/ 灰樹色

4175 1/ 1/ " // 11 M trl制色 4209 W-IVa A-2 W 11 1/ 1/ J英樹色

4176 " 
N " 11 11 :ょ，/社 N 暗茶紘j色 4210 N A -3 vn .11 11 N " 

4177 H A -3 " 11 11 " " 占1・ 伴、I~ 42 J 1 N N W /1 H 二区付 N N 

4178 " A-2 " 11 1/ " M 黒倒色 4212 N N vn 11 /1 M " 1/ 

4179 1/ A-3 1/ 1/ 11 " " 茶補色 4213 W-IV b A-3 W 
// /1 " 1/ 1/ 

A-2 E 

4180 A-2 4214 w-IV (: A-2 E 
上部 黒補色

1/ 1/ 11 // M 1/ N 11 1/ 1/ 

下部Ia音茶褐色

4181 M " " 11 11 " 黒制色 4215 " A-3 " 11 11 " 茶栂色

4182 N M 

" " 11 ;k-母 " 茶綱色 4216 " A-2 " /1 11 " 暗茶褐色
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4185 n N 1/ /1 /1 " N " 4219 " A-3 E /1 /1 M M 

4186 " " N 11 11 " N 4220 N " 血下 微知則)// " " 

4187 " " " 11 11 雲母 " 黄茶制色 4221 1/ A-2 皿 細砂 " 雲母 " 黒栂色
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M W 11 11 " " 茂樹色 4231 " A-3 H 11 11 M 

" " 

4198 " 
1/ " 11 // 

" " 暗茶制色 4232 " A-3 IV 11 11 " " " 

4199 " A-3 IVf // // M 

" 茶制色 4233 " A-2 皿 11 1/ " 1/ " 

4200 " " vn 11 /1 

" 1/ 1/ 4234 政均l A-2 W // 11 " " 茶例色

4201 " A-2 " 11 11 " " 4235 H " E 11 11 " N " 

4202 " A-3 E 11 // 

" " 
4236 M A-3 W 11 11 M N Fk.茶紘l色

4203 " " " " 1/ " M 4237 " A-2 皿 11 11 " " 茶制色

4204 " A' 2・3 E /1 ，/1 1・f:} M 前例色 4238 M A-3 W 11 1/ " // " 

4205 " A-2 W 11 '/ " " " 4239 " A-2 W 11 11 " N 階茶樹色

4206 1/ " " 11 // 

" " N 4240 N A -2 m // /1 

" 
M 
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No 類 区 層 胎 土 焼成 色 調 No 類 区 層 胎 土 焼成 色 調

4241 底 部 11.-2 国 細砂，サンゴ砂，雲母 良 茶初色 4275 W-VIIa A-3 皿 細砂，サンゴ砂 良 暗茶褐色

4242 " " 
H " " " " " 4276 " " E " H 雲母 " " 

」

4243 " A-3 VII " " " " " 4277 " " " M 

" " " 茶栂色

4244 " " 皿 " " " " " 4278 W-VIIb f柔 " " " " 外内 黒茶掲褐色色 l

4245 " A-2 I耳 " " " " 
外内・黒樹色倒 4279 " A-2 E " " " 暗茶褐色:灰茶色

4246 " " M 

" " " 暗茶溺色 4280 " " 皿下 H " " 外内 . 黒茶縄褐色色

4247 " " 皿 " "ぶI辻 " " 4281 " 11. -3 E " " 雲母 " 茶備色

4248 " 11. -3 VII " " " " " 4282 W-VII" A-3 皿 " " " " " 

4249 " 11.-2 皿下 w " M " " 4283 W一四 11.-3 W " " " 暗茶縄色

4250 " 11.-3 IV下 H " " " 茶銅色 4284 " A-2 E " " " 茶栂色

4251 " :¥-3 lV " " " 暗茶初色 4285 " A-3 W " " " 暗茶掲色

4252 " A-2 E " " " " 4286 " " " " " " " 

4253 w-v 11.-0 E " " " " 4287 " A -2 H " " " 茶褐色

4254 " A-3 皿 " " " 茶紘j色 4288 " " 皿 " " " " 

4255 " " " " " " " 4289 " " " " " " 培茶褐色

4256 " " 皿 " " " " 4290 W-])( 1¥.-2・3I 1 " " やや悪 茶褐色

4257 " " " " 外内 奥茶樹倒色色 4291 " " H " " 良 " 

4258 " 1¥.-3 E " " " 茶紘j色 4292 " 1¥.-3 皿 " " " " 

4259 " " 皿上 H " " " 4293 " }¥-2 " " " " " 

4260 " 採 " " " 暗J英樹色 4294 " " " " " " " 

4261 " }¥-3 目下 " " " " 4295 " 11.-3 W " " " " 

4262 " ，0¥-2 " " " " " 4296 " " VII " " " " 

4263 " " E " " " J定例色 4297 " .¥ -3 E 微砂 " " 暗茶樹色

4264 " ，0¥-3 W " 
。

" " 4298 " " " M " " 茶褐色

4265 " 1¥.-3 血 ド w " " " 4299 w--X a 1¥. -2 皿 細砂 " " 
外内・茶暗栂色

茶栂色

4266 " A-2 皿 " " " J以件、1-0. 4300 " 1¥.-3 Eド H " " E音茶褐色

4267 " I " " " J良品、1l0. 4301 " 11.-2 lV " " やや惑 外内暗茶茶栂色栂色

4268 " 11. -3 皿 " " " " 4302 " A-3 日 " " 良 茶銅色

4269 " 1¥. -3 羽 " " " " 4303 " A.-2 W " " " " 

4270 " " IV " " " " 4304 vV _. X h 11. -3 皿 険砂 " " 暗茶溺色

4271 " 11. -2 m " " HiIA5紘1l0. 4305 " 11.-2 皿 $lIlfd、 H " 茶制色

4272 " ヘー3 " " " " 4306 " " I可 " " " " 

4273 W -VI " " " 外l付 .HJi作?品!Ii:、H.制~色 4307 ¥v-X ，. 11.-3 皿ド " 小傑 " 暗茶初色

4274 " " " " " l火!iHM色
11

1308 ¥" .. X d " 皿 " " " 本側色

n『
d

可

i



石器

石斧 4314・4315は頭部を欠く磨製石斧であるo 研磨は刃部を中心lとし 胴部では徹底して

いない。 4314が玄武岩質製， 4315が砂岩製である。 4316は風化の著しいもので，刃部は磨滅

しているが使用のためか判然としない。側縁部は若干の扶りがみられる。 4317は扇平な小形の磨

製石斧である。頁岩製で，研磨は刃部と側縁及び頭部が中心で，胴部では剥離面を残し研磨が徹底し

ていない。

磨石 4318が扇平な磨石と考えられるもので，風化が進んでいるものである。

凹石・蔽石 4319--4332が凹石・蔽石であるo 楕円形・長楕円形の中心部が凹んでおり，側

縁部の一部ないしは全周 (4321)に蔽打痕がみられる。 4314・4323は破片で凹みのみである

が敵打痕が破損部にあったのかは不明である。石材は砂岩製がほとんどで， 4321・4322・

4336が火成岩である。 4333--4336は側縁部に敢打痕のみられるもので，砂岩製である。4336

--4339は破損して石材を再利用したものである。いずれも砂岩製である。

石皿 4340が石皿の破片で，火成岩製である。

第 8表 西洞部出土石器一覧表

No 器 種 区 層 たて叩 よζ 叩 厚さ叩 重量 g No 岩B 種 区 層 たて四 よζ 叩 厚さ叩 重量g

4314 石斧 A-O 9.1 6.3 2.4 202.5 4328 凹石・厳石 A-0 vm 12.6 7.9 4.5 676β 

4315 " 表採 / 12.1 7.3 3.9 522.0 4329 " " 回 9.1 7.5 4.7 525.5 

4316 " A-2 W 7.8 4.8 2.9 146.0 4330 " " " 11.8 7.7 4.2 496.2 

43 17 " A-3 VIl 5.7 3.2 0.8 19.7 4331 " " m f 8.5 5.6 3.6 248.0 

4318 磨石 A-2 皿 5.1 4.5 1.7 44.7 4332 " " I耳 11.9 10.8 6.0 1078.5 

4319 凹 石 " " 1 1.2 4.0 3.5 272.2 4333 蔽石 " " 8.9 8.1 4.5 503.8 

4320 凹石・蔽石 A-2 W 12.5 10.1 5.7 1095.5 4334 M A-3 M 7.7 5.7 4.0 240.3 

4321 " A-3 W 12.7 8.9 5.8 878.0 4335 M A-3 lVf 7.9 6.7 4.9 373.5 

4322 " A-2 Wド 11.3 10.3 6.5 928.5 4336 " 採 V 5.1 5.6 3.1 146.0 

4323 凹石 A-0 7.9 7.4 4.7 414.0 4337 M A-2 W 6.8 6.4 2.5 133.2 

4324 凹石・敏行 A-2 E 15.1 10.2 5.7 1152.7 4338 " ;¥-2 M 7.8 9.0 3.9 402.0 

4325 l'f1石 A-3 皿ド 73 7.9 3.8 349.2 4339 " A-2 E 5.2 5.7 5.2 226.5 

4326 凹ィヲ・厳石 採

下
13.6 9.2 5.0 936.0 4340 {i 血I ;¥-3 " 10.9 13.0 7.6 1，4459 

4327 " f系 9.0 6.8 4.9 456.7 
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第 65図 第 4貝塚出土貝製品 (西洞部)
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3 貝製品

螺蓋製貝斧 4341--4344が螺蓋製貝斧である。 4341・4342が西洞部内表採， 4343・

4344がA-6・7トレンチの第H層からの出土である。夜光員の蓋の薄い縁辺部lと刃部がみられ

るものである。

員匙 4345が夜光貝の体層部を利用したものである。表皮が残っている破片である。

貝容器 4346はシャコガイの腹縁部を折断して平滑にしたものである。

第 9表 西洞部出土貝製品一覧表

No 器 種 区 層 すこて叩 よ乙叩 !享dcm 重王立 g No 若3 穣 区 層 たてcm よ乙 cm 厚さ叩 重量 F

4341 螺蓋製貝斧 A-O 7.8 8.7 2.4 204 4344 螺蓋製貝斧 " " 6.2 7.7 2.1 152.5 

4342 " " " 6.1 7.1 1.9 102.5 4345 員匙 採 V 5.8 4.5 0.3 17.4 

4343 " A-6・7 H 6.7 8.2 2.1 138.7 4346 民容器 A-O I 15.5 9.1 3.2 209.6 

第5節小結

今回の調査の結果，西側洞窟前庭部の一部において天地返しゃ土砂の搬入による撹乱がみられ，

両洞窟部ではすでに詳細な調査が行われて表土のみの堆積で、はあったが，東側洞窟部・西側洞窟部の両

前庭部において良好な包含層が存在していることが確認でき，多くの資料や知見を得る乙とができた。

以下，若干の考察を行って第4員塚の小結としたい。なお自然遺物(獣・魚骨・貝等)について

の詳細な報告は日程等により今回報告できなかったカミ後日機会を得て公表する予定である。

1 出土土器について

東側洞窟部と西側洞窟部とでは個々に分類を行ったが， 乙乙では繁雑を避けるために共通するも

のは併記して行いたい。記述は東側洞窟部 I類をE-I類，西側洞窟部E類をW-II類というふ

うに略述する。

E -1類・ W-1類は，器面にへラ状工具による沈線・短沈線文を施すものである。地文に貝殻

条痕文を残すものもある。乙の類は概して器壁が厚く，脆弱である。 E.W-1類は従来大島郡喜

界町赤連出土の土器を標式とする「赤連系土器」と一括して呼称されていたものであるが，その後，

沖縄県沖縄市室川貝塚の調査はり，最下層品独で、出土する乙とから「室川下層式」の呼称を与
2) 

えられた一群に比定できるものである。県内では西之表市下剥峯遺跡出土の町類土器が類似するも

のであぷ胎土・色調共同ているとのことである。文様の種類を，高宮氏はへラと負殻による施
4) 

5) 
文具から 3種に 岸本・山田両氏は刺突文と沈線及短沈線文等の施文から 3種l乙分類を行っている。

もi)， •• 7) 

本貝塚出土のものには地文に貝殻条痕を施しているものの文様としての貝殻文はみられないが破片

のため断定できない@器形は，破片のみの出土のために不明であるが，乳房状尖底の砲弾形をした

円筒形土器と考えられ 同様のものが大島郡笠利町高又遺跡より出土している。乙れらは縄文時前
8) 

期に属するとされている。 E-II類・ W-II類は、器面i乙貝殻条痕文を施すものである。条痕文や

胎土の差異から 4種l乙細分できた。器形は深鉢形ないしは円筒形を呈し，底部は尖底状になると考

戸
川

υヮ“



えられる。乙れらの一群は 大島郡喜界町亦連出土の土器を標式とする「赤連系土器JIζ比定でき
9) 

るものであり，沖縄県で呼称されている条痕文土器に対比できるものである。類例としては沖縄県
1ω 

伊平屋村久里原貝塚.同嘉手納町野国遺跡，大島郡笠利町高又遺跡等から出土するものがある。宝
lU l ~ lro 

島大池遺跡のカーボ'ン測定から4820土9SY.BωPの結果が得られており，員殻条痕文土器の一群は乙
14) 

の他西之表市下剥峯追跡をはじめ，県内各地lζ広く分布するものである。本貝塚出土のものも河口

氏のいうように昨j九州の系列としてとらえ 轟式土器の貝殻条痕文の影響を受けているものと考え
15) 

るζ とが妥当であり 縄文時代前期に属すると考えられる。 Eー皿類はキャリ パー状を呈する器形

である乙と等から，鹿児島市春日町遺跡出土の土器を標式とする「春日式土器」に比定できるもの
16) 

であり，徳之島では初めての出土である。胎土等から考えて，移入した可能性が強いものである。

E-IV類は斜縄文を施すものの小破片で、ある。 胎土は E-田類と酷似しており，同様の器形をもっ

とすれば，志布志町野久尾遺跡出土の撚糸文土器Kキャリパー状のものがあり，近い形態をもっと
17) 

考えられるが日 -ID類と共にその移入経路等資料の増加をま って解決していかねばならぬ問題であ

ろう。 E-皿類の春日式土器は E-n類の貝殻条痕文士器と共伴関係を示し，成川遺跡でのカーボ

ン測定の結果が4320土40年Y.B.Pであり 宝島大池遺跡の結果とは近い値を示している。鹿児島県
18) 

本土Kおいては縄文時代前期lζ属するとされている。 E-y類・ W一回類は面縄第 4員塚前庭部出

の士器を標式とする「面縄前庭式土器JI(比定できるものである。西側洞窟前庭部の第皿 .IV層
19) 

から中心的に多く出土した土器である。鎖部がしまり，肩の張るものである。頚部が強くしまり壷

状を呈するものもある。底部は乳房状尖底ないしは尖底状丸底と考えられる。頚部iζ文様をもたな

いもの(a類)， 口唇部近くの刻み突帯を端部lζ貼り付けるもの(b類)，やや下った位置に貼り

付けるもの(c類)とに細分できたが， 乙れが時代差をあらわすものかは明確にできなかった。 ζ

れらの面縄前庭式ゴー器は大島郡笠利町 ・篭郷町 ・伊仙町 ・知名町の他沖縄県内も含めて二十数ケ所

の遺跡からの出土が知られている。笠利町高又遺跡において.第皿層から面縄前庭式が，第四層か
20) 21) 

ら嘉徳 J • n式を若干伴出しながら条痕文土器が出土している。本遺跡ではA-2・3トレンチにお

いて第四層から室川下層式土器 ・貝殻条痕文土器が，第W層から面縄東洞式 ・嘉徳、 1• n式土器を

若干伴出しながら面縄前庭式士器が第W類と共伴しながら中心的iζ出土している。時期について，

牛之浜氏は現行の編年(当時は縄文時代晩期に位置づけられていた。)より古くなると指摘し神野貝
22) 23) ， 

塚においては面縄束洞式土器など後期土器iζ先行する乙とが確認できたとし，中期頃まで遡 らせう
24) 
るかどうかは問題は生ずるものの可能性は残しており.本員塚においても面縄東洞式土器よりも古

25) ， 

くなる傾向で出土している。 E-IV類は羽状の沈線を横位lζ施すもので，沖縄県恩納村仲泊第 4貝

塚出土の土器を標式とする「仲泊式二l-器」の系統と考えられるものである。仲泊式土器は貝殻文と
26) 

沈線文の 2種あり，本遺跡のものは沈線文のみの出土である。乙の一群の土器片のなかには琵形土
27) 

器と考え られるものがあり，沖縄県久里原民塚でも同様のものが出土している。縄文時代中期初頭
28) 

lζ近い時期lζ位置づけられている。西側洞窟部では共伴状態での出土ーであり 近い時期のものと考
29) 

えられる。 E-VI類・ W-y類は面縄第 4貝塚東側洞窟部出土の土器を標式とする「面縄東洞式土

器JIζ比定できるものである。大島郡笠利町宇宿員塚をはじめ多くの遺跡で類例がみられる.縄文
30) 31) 
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時代後期比属する。 E-VI類・ W-VII類 はLJ縁部の断面が三角形状lζ肥厚するものである。 W-VI

類には押し引き文を， W-VII類には連点、文 ・沈線文を施すもので，笠利町宇宿員塚出土のものに類
32) 

似したものがあり 熊毛郡上屋久町一湊松山遺跡出土の土器を標式とする「松山式土器」の系統な
33) 

いしは影枠を受けたものと考えられる。縄文時代後期比属する と考えられる。 W一四類は大島郡瀬

戸内町嘉徳遺跡出土のゴて器を標式とする「嘉徳 I式土器J!C W一政類は「嘉徳 日式土器JIζ比定
34) 

できるものである。乙れらは大島郡笠利町長浜金久遺跡で多量出土しており.細分が可能という。
35) 

縄文時代後期lζ属する。E-vn類・ W-x類はその他のオ.器で・ある。 ζのうち 4307は神野貝塚

出土の12類に類似するものである。
36) 

以上の日 一 I-- VI類と W- I~ X類土器を， 各屑における出土頻度数を東側洞窟部の B - 3 卜 レン

チ，西側洞窟部の A-2・3卜レンチについて今回報告の図化したものに限って調べてみると下表

のようになった。

東側洞窟部 B-3卜レンチ ( )内数は再掲

隔を〔 E (ll a) (II b) (II c) (II rl) 田 W V 羽 四

凶化できなかった遺物等をも含めて総合

的にとらえるならば.東側洞窟部において

はE類が中心的に出土 し，四但IJ洞窟部にお

いては第1lI.IV層を中心lζ多くの造物が出

土し，第四屑からは 田頒が中心的lζ出土し

ている乙とがうかがえる。

2 5 (2) (3) 2 

2 19 (7) (8) (4¥ 2 

3 7 (1) (5) (1) 

4 2 15 (3) (2) (7) (3) 7 

5 

6 2 
L一一一一一一一一一ー

西側洞窟部A-2・3トレンチ ( )内数は再掲

卜¥i目冒類¥ E 国 (田a)(田b)(皿φW 仰心伺1ゆのゆ伺1d底部 V VI VII 四 (lXa) axθ X 

」一

2 7 (1) 

3 32 (4) (2) 15 (1) UO) (4) 9 10 2 2 4 2 5 
n~合

4 43 (61 (7) 6 (2) 1) (2) (1) 8 3 7 

5 

6 (1) 

7 12 1(1) 1(2) 2 2 
一........___

2 石器について

東側洞窟前庭部からは，小形磨製石斧 ・大形磨斧 ・石皿 ・凹石それぞれが一点す‘つ出土.している。

ζの他石器としての出土はなかったが，員殻条痕文土器iζ伴ってチャー トの剥片が多 く出土してお

り，石器の存在が考えられるものである。西側洞窟前庭部からは，第四 .IV層を中心iと石斧 ・叩石

・凹石が出土し.叩石が多く出土している.町き石の中には破損後も再利用されているものも少な

くなかった。又束側洞窟部同様チャー 卜の剥片もみられた。

3 貝器について

多くが表採資料であった。犬田布長塚における貝製品の量との差は時代差によるものか今後検討が必
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要であろう。

4 遺跡について

東側洞窟前庭部と西側洞窟前庭部とでは包含屑が異なり， それぞれ包含する遺物 も様相が異なっ

てはいた ものの，東側洞庸部の方が酎1~リ洞窟部の方よりやや古い時期 lζ中心と なったと考えられよう

が，今後検討を加えるべきものであろう。又，住居祉等の遺構が検出できなかったが，後背地を合

めた生活祉の検討をさらに進めてし、く必要があり 春日式土器や員殻条痕文土器等南九州、!と のつな

がり をさらに究明してし、かねばならないなど問題を多 く残す結果となった。
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図版 2

1. A卜レンチ西を望む(発掘前)

2. 発掘風景
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図版 3

1. A-O区鉄製品出土状態

2. A -0区古銭(開元通宝)出土状態
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図版 7

1. 箱式石棺墓

2. 供献 土 器
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図版 9

1. 貝輪(1064，1065)出土状況
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図版 10

1.供献土器

1001 

1061 

- 138 -



図版 11
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図版 13
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図版 14

1.貝容器
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図版 19

1. 第 3貝塚遠景(南から)
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図版 23

遺物出土状況
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図版 24
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1. 員匙出土状況

2. 貝容器兼久式土器底部
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図版 28
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図版 30

1. 兼久式土器木葉痕底部

2. 第 1貝塚穿孔貝
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図版 34
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あ と が き

伊仙町で・の重要遺跡確認緊急発掘調査は，本年度で 3回目とな った。

面縄員塚群の調査が計画された時 遺跡の残存度が少ないのではないかという懸念

も少々あったが，予想以上の成果を得る乙とができた。

調査は，県教育委員会や地元の人々，地主さんの好意により順調に進める乙とがで

きました。記して感謝の意を表します。
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